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  １．開
かい

  会
かい

 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、本日
ほんじつ

は、お 忙
いそが

しい中
なか

、ご 出 席
しゅっせき

いただきまして、まことにありがとうございます。 

 定刻
ていこく

となりましたので、まだ 到 着
とうちゃく

していない委員
いいん

の方
かた

が１名
めい

いらっしゃい

ますが、ただいまから、 障
しょう

がい福祉
ふくし

施策
しさく

に係
かか

る計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

を開催
かいさい

いたしま

す。 

 本日
ほんじつ

は、第
だい

４回目
かいめ

でございます。 

 なお、本日
ほんじつ

の会議
かいぎ

におきましては、公開
こうかい

の 形
かたち

にさせていただいております

ので、傍 聴
ぼうちょう

希望
きぼう

がある場合
ばあい

については、事前
じぜん

の申
もう

し込
こ

み制
せい

として市役所
しやくしょ

の公式
こうしき

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

におきましてご


案内
あんない

をさせていただいております。 

 本日
ほんじつ

は、１２名
めい

の傍 聴 人
ぼうちょうにん

がおりますので、ご報告
ほうこく

をさせていただきます。 

 それでは、まず初
はじ

めに、お配
くば

りしております資料
しりょう

の確認
かくにん

をお願
ねが

いいたしま

す。 

 担当
たんとう

からご説明
せつめい

しますので、お


手元
てもと

の配付
はいふ

資料
しりょう

一覧
いちらん

もあわせてごらんくだ

さい。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

の洞野
どうの

でござ

います。どうぞよろしくお願
ねが

いいたします。 

 それでは、 私
わたくし

から、配付
はいふ

資料
しりょう

についてご確認
かくにん

をさせていただきたいと思
おも

い

ます。 

 まず初
はじ

めに、事前
じぜん

に既
すで

にお送
おく

りしていた資料
しりょう

から確認
かくにん

させていただきたい

と思
おも

います。 

 まず、第
だい

４回
かい

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

の 障
しょう

がい福
ふく

祉
し

施
し

策
さく

に係
かか

る計
けい

画
かく

検
けん

討
とう

会
かい

議
ぎ

次第
しだい

と書
か

いた

本日
ほんじつ

の次第
しだい

が１枚物
まいもの

の資料
しりょう

でございます。 

 それから、右上
みぎうえ

に資料
しりょう

１－①と書
か

きました意見交換会
いけんこうかんかい

の第
だい

２回目
かいめ

の概要
がいよう

の

資料
しりょう

になっております。次
つぎ

に、資料
しりょう

２ということで、さっぽろ 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん
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の改定案
かいていあん

と書
か

いたものが、ページ
ぺ ー じ

数
すう

が多
おお

かったものですから、２冊
さつ

に分
わ

けられ

ておりますけれども、分厚
ぶあつ

いものが二
ふた

つです。二
ふた

つ目
め

は 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の部
ぶ

と

左 上
ひだりうえ

に書
か

いております。 

 ここまでが事前
じぜん

にお送
おく

りさせていただいた資料
しりょう

でございます。 

 そのほかに、きょう、当日
とうじつ

の配付
はいふ

になってしまいましたが、当日
とうじつ

の資料
しりょう

が多
おお

くなってしまったのですけれども、一
ひと

つは、本日
ほんじつ

の座席表
ざせきひょう

を１枚
まい

お配
くば

りして

おります。それから、資料
しりょう

１－②ということで、２５日
にち

に 行
おこな

いました意見
いけん

交換会
こうかんかい

の概要
がいよう

の資料
しりょう

で、これが事前
じぜん

に間
ま

に合
あ

わなくて当日
とうじつ

の配付
はいふ

になってしまいまし

た。 

 それから、資料
しりょう

３と資料
しりょう

３－②という数字
すうじ

の数値
すうち

目 標
もくひょう

の実績
じっせき

やサービス
さ ー び す

見
み

込
こ

み 量
りょう

の実績
じっせき

などの資料
しりょう

で、こちらも当日
とうじつ

の配付
はいふ

資料
しりょう

となっております。 

 また、平
へい

成
せい

２５年
ねん

度
ど

札
さっ

幌
ぽろ

市
し

における 障
しょう

がい者
しゃ

就 労
しゅうろう

施設
しせつ

等
とう

からの物品等
ぶっぴんとう

の

調 達
ちょうたつ

実績
じっせき

という資料
しりょう

です。こちらは、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

で実績
じっせき

がどうなっているの

かというご質問
しつもん

がありましたので、そのご回答
かいとう

ということで、今回
こんかい

、配付
はいふ

させ

ていただいたものです。 

 最後
さいご

に、岡本
おかもと

委員
いいん

から修 正 案
しゅうせいあん

などの資料
しりょう

をいただいておりますので、そち

らを配付
はいふ

しております。 

 資料
しりょう

は以上
いじょう

でございますけれども、ない資料
しりょう

等
など

はございますでしょうか。 

 それでは、確認
かくにん

は以上
いじょう

でございます。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、本日
ほんじつ

ご 出 席
しゅっせき

いただきまし

た委員
いいん

の皆様
みなさま

のご確認
かくにん

をさせていただきます。 

 私
わたし

の左 側
ひだりがわ

から確認
かくにん

させていただきますが、浅香
あさか

委員
いいん

、上田
うえだ

委員
いいん

、岡本
おかもと

委員
いいん

、

北川
きたがわ

委員
いいん

、重 泉
しげいずみ

委員
いいん

、新堀
しんぼり

委員
いいん

、杉田
すぎた

委員
いいん

、奈須野
な す の

委員
いいん

、松田
まつだ

委員
いいん

、吉田
よしだ

委員
いいん

、

以上
いじょう

１０名
めい

のご 出 席
しゅっせき

をいただいております。 

 なお、細川
ほそかわ

委員
いいん

につきましてはご欠席
けっせき

のご連絡
れんらく

をいただいております。 
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 続
つづ

きまして、本日
ほんじつ

の事務局
じむきょく

をご 紹 介
しょうかい

いたします。 

 改
あらた

めて、 私
わたくし

は、 障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

の長谷川
は せ が わ

でございます。 

 次
つぎ

に、 順 番
じゅんばん

に名乗
な の

っていってもらいます。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

の洞野
どうの

でござ

います。よろしくお願
ねが

いいたします。 

○事務局
じむきょく

（鈴木
すずき

事業
じぎょう

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） 事業
じぎょう

管理
かんり

係 長
かかりちょう

の鈴木
すずき

です。よろしくお願
ねが

いいたします。 

○事務局
じむきょく

（ 一 條
いちじょう

給付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

） 給付
きゅうふ

管理
かんり

係 長
かかりちょう

をしております 一 條
いちじょう

で

す。よろしくお願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（山本
やまもと

就 労
しゅうろう

・相談
そうだん

支援
しえん

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 就 労
しゅうろう

・相談
そうだん

支援
しえん

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

をしております山本
やまもと

でございます。よろしくお願
ねが

いいたします。 

○事務局
じむきょく

（高木
たかぎ

職 員
しょくいん

） 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

の高木
たかぎ

でございます。よろしくお願
ねが

い

いたします。 

 

  ２．議
ぎ

  題
だい

 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、早速
さっそく

、議題
ぎだい

に入
はい

ってまいり

ます。 

 まず、１番目
ばんめ

の議題
ぎだい

の 障
しょう

がい者
しゃ

団体
だんたい

との意見
いけん

交換会
こうかんかい

（第
だい

２・３回目
かいめ

）で聞
き

き取
と

りした意
い

見
けん

についてです。 

 では、担当
たんとう

からご説明
せつめい

いたします。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

の洞野
どうの

でござ

います。 

 私
わたし

からご説明
せつめい

をさせていただきます。 

 意見
いけん

交換会
こうかんかい

につきましては、８月
がつ

１８日
にち

に第
だい

２回目
かいめ

、８月
がつ

２５月
がつ

に第
だい

３回目
かいめ

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

を 行
おこな

ったところでございます。 
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 ２回目
かいめ

の８月
がつ

１８日
にち

は、資料
しりょう

１－①ということでまとめさせていただいてお

りますけれども、こちらは、既
すで

に事前
じぜん

に資料
しりょう

を既
すで

に送付
そうふ

させていただいており

ますので、内容
ないよう

につきましては 省 略
しょうりゃく

させていただきたいと思
おも

います。 

 第
だい

３回目
かいめ

の資料
しりょう

１－②につきましては、本日
ほんじつ

配付
はいふ

したものですので、少
すこ

しご

説明
せつめい

させていただこうと思
おも

っておりますが、本日
ほんじつ

は、障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

に関
かん

す

る議題
ぎだい

などもありまして、時間
じかん

も限
かぎ

られておりますので、一部
いちぶ

のみご説明
せつめい

をさ

せていただきたいと思
おも

います。 

 資料
しりょう

１－②でございます。 

 出 席 者
しゅっせきしゃ

のところですが、参加
さんか

団体
だんたい

としましては、７団体様
だんたいさま

にご 出 席
しゅっせき

をい

ただきまして、ご意見
いけん

をいただいております。 

 １ページ
ぺ ー じ

の下
した

の意見
いけん

等
とう

のところになります。 

 まず、安全
あんぜん

・安心
あんしん

の分野
ぶんや

の主
おも

な意見
いけん

でございますけれども、上
うえ

の黒丸
くろまる

三
み

つ

でございます。 

 特
とく

に、 障
しょう

がいのある方
かた

への避難
ひなん

訓練
くんれん

の参加
さんか

についてのご意見
いけん

をいただいて

おります。 

 それから、上
うえ

から五
いつ

つ目
め

のところで言
い

いますと、避難
ひなん

行動
こうどう

要支援者
ようしえんしゃ

名簿
めいぼ

の 話
はなし

ですが、この辺
へん

をしっかり整備
せいび

してほしいといったご意見
いけん

もいただいておりま

す。 

 それから、裏面
うらめん

の２ページ
ぺ ー じ

に行
い

きます。 

 ２ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

のところの地震
じしん

や台風
たいふう

とか雪
ゆき

の被害
ひがい

情 報
じょうほう

などの 情 報
じょうほう

につい

てはルビ
る び

を振
ふ

ってほしいというご意見
いけん

がございました。 

 それから、差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

のところでございます。 

 こちらでは、特
とく

に、教 育
きょういく

に関
かん

する部分
ぶぶん

について多
おお

くご意見
いけん

がありまして、特
とく

に、地域
ちいき

の学校
がっこう

に通
かよ

えるようにとか、小
ちい

さいときから 障
しょう

がいのある、なしに

かかわらず、子
こ

どもが触
ふ

れ合
あ

える環
かん

境
きょう

づくりが必
ひつ

要
よう

といったご意
い

見
けん

をいただ
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いております。 

 もう一
ひと

つは、２ページ
ぺ ー じ

の後半
こうはん

あたりに入
はい

ってきますけれども、 虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼうし

に

関
かん

するご意
い

見
けん

もいただいております。特
とく

に、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

における 虐 待
ぎゃくたい

の防止
ぼうし

な

どを進
すす

めてほしいということで、そういったご意見
いけん

をいただいたところです。 

 それから、３ページ
ぺ ー じ

になりますけれども、 行 政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

における配慮
はいりょ

のと

ころに関
かん

しましては、書類
しょるい

へのルビ
る び

振
ふ

りの関係
かんけい

や、職 員
しょくいん

がわかりやすい説明
せつめい

をすることといったご意見
いけん

をいただいております。 

 そのほかの分野
ぶんや

では、４ページ
ぺ ー じ

の 中 段
ちゅうだん

あたりにグループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

という言葉
ことば

が

たくさん出
で

ておりますけれども、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の整備
せいび

推進
すいしん

というご意
い

見
けん

につ

いても多
おお

くいただいております。 

 ５ページ
ぺ ー じ

の一番
いちばん

最後
さいご

のところでございます。 

 これは、後
のち

ほどの議題
ぎだい

となる 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の成果
せいか

目 標
もくひょう

に関連
かんれん

するご意見
いけん

ですが、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

については、札幌市
さっぽろし

は面的
めんてき

な体制
たいせい

で 十 分
じゅうぶん

ではない

かといったご意見
いけん

をいただきました。 

 これら、いただいたご意見
いけん

につきましては、今後
こんご

、計画
けいかく

に反映
はんえい

できるものは

極 力
きょくりょく

反映
はんえい

させるように検討
けんとう

していきたいと思
おも

っております。 

 また、本文
ほんぶん

などに 直 接
ちょくせつ

反映
はんえい

できなかった部分
ぶぶん

につきましても、 考
かんが

え方
かた

な

どを整理
せいり

しまして、今後
こんご

の施策
しさく

の推進
すいしん

に当
あ

たっての参考
さんこう

としていきたいと 考
かんが

え

ております。 

 こういったご意見
いけん

を踏
ふ

まえまして、委員
いいん

の皆様
みなさま

のほうで計画
けいかく

にこのような記載
きさい

をしたらよいのではないかといったご意見
  いけん

がございましたら、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でも

そうでしたけれども、後
のち

ほど議題
ぎだい

（２）のところで 障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

の見
み

直
なお

し案
あん

などについて 改
あらた

めてご説明
せつめい

をさせていただきますので、その際
さい

にご意
い

見
けん

等
など

をいただければと思
おも

っております。 

 最後
さいご

に、今回
こんかい

、３回
  かい

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

を 行
おこな

いまして、特
とく

に２回
かい

目
め

の１８日
にち

は団体
だんたい



 - 6 -

の数
かず

も多
おお

く、全体的
ぜんたいてき

に時間
じかん

が 窮 屈
きゅうくつ

になってしまったり、一部
いちぶ

の資料
しりょう

を点訳
てんやく

で

用意
ようい

することができず、視覚
しかく

障
しょう

がい者
が い し ゃ

の方
かた

からお叱
しか

りをいただいたというこ

ともございました。今回
こんかい

、また反省点
はんせいてん

を拾
ひろ

い出
だ

しまして、次回
じかい

の策定時
さくていじ

にどの

ように進
すす

めていくかをまた一
いち

から 考
かんが

えていきたいと思
おも

っております。 

 意見
いけん

交換会
こうかんかい

の報告
ほうこく

につきましては以上
いじょう

でございます。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ただいまの説明
せつめい

につきまして、ご質
しつ

問
もん

とかご意見
いけん

はございますでしょうか。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 資料
しりょう

１－①の５ページ
ぺ ー じ

の知的
ちてき

や発達
はったつ

、脳性
のうせい

麻痺
ま ひ

等
など

の 障
しょう

がいがあ

ると歯科
し か

医院
いいん

では治療
ちりょう

が困難
こんなん

という欄
らん

のところです。 

 北海道
ほっかいどう

では、 障
しょう

がい者
しゃ

に優
やさ

しい歯科
し か

のマップ
ま っ ぷ

をつくっております。毎年
まいとし

、

いろいろなところを開発
かいはつ

しては、すぐ載
の

せて 新
あたら

しいものを出
だ

しております。

これは、道
どう

に依頼
いらい

すると、そのマップ
ま っ ぷ

が全部
ぜんぶ

もらえるはずです。 私
わたし

も毎年
まいとし

い

ただいています。 

 札幌市内
さっぽろしない

にもマーク
ま ー く

があったのです。 障
しょう

がい者
しゃ

に優
やさ

しい治療
ちりょう

をしますとい

うマーク
ま ー く

です。丸
まる

い、手
て

をつないだようなカード
か ー ど

みたいなものが張
は

ってありま

すから、そこに目
め

がけて通
つう

院
いん

すると、優
やさ

しく、いろいろな相談
そうだん

に乗
の

ってくれま

す。これは、意外
いがい

とご存
ぞん

じない方
かた

が多
おお

いのですけれども、札幌市内
さっぽろしない

にも結構
けっこう

あ

りますので、よかったらご利用
りよう

ください。 

 それから、 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

だけではなく、兄 弟
きょうだい

のサポート
さ ぽ ー と

もというところで

す。 

 障
しょう

がい者
しゃ

本人
ほんにん

と 兄 弟
きょうだい

の年
とし

がくっついている場合
ばあい

、どうしても保育園
ほいくえん

にも

なかなか入
はい

れないという場合
ばあい

に、うちもそうでしたが、兄
あに

は行動
こうどう

障
しょう

がいがた

くさんあったので、一番下
いちばんした

からぴょんと上
うえ

に上
あ

げて早
はや

く保育園
ほいくえん

に１年
ねん

だけ入
はい

れ

たのですけれども、そういう配慮
はいりょ

はぜひしていただきたいのです。また、兄 弟
きょうだい

にとって、そういうことは 全
まった

く楽
たの

しいことではないのです。なぜお兄
にい

ちゃん
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の後
あと

に、お姉
ねえ

ちゃんの後
あと

に、妹
いもうと

の後
あと

にくっついていかなければならないのか。

結 局
けっきょく

、就 労
しゅうろう

証 明 書
しょうめいしょ

がなければだめだということで、今
いま

はどうかわかりませ

んけれども、そういう時代
じだい

だったので、そういうことに関係
かんけい

なく、どうしても

目
め

を離
はな

せない 兄 弟
きょうだい

がいた場合
ばあい

は、保育園
ほいくえん

に早目
はやめ

に入
はい

られるように、より多
おお

く

の手配
てはい

が必要
ひつよう

ではないかと日々
ひ び

思
おも

っております。 

 以上
いじょう

です。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 有益
ゆうえき

な 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

も含
ふく

めまして、あ

りがとうございました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○奈須野
な す の

委員
いいん

 内容
ないよう

についてではないのですけれども、 私
わたし

は、３回目
かいめ

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

に出
だ

させていただきまして、感
かん

じたことがあります。本当
ほんとう

に皆
みな

さんは

いい意見
いけん

とか要望
ようぼう

をお持
も

ちなので、今回
こんかい

の 障
しょう

がい者
しゃ

プラン
ぷ ら ん

改定
かいてい

にかかわるこ

とではなくて、これから、こういう 形
かたち

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

を随時
ずいじ

開
ひら

いていただいて、

市政
しせい

の遂行
すいこう

に役立
やくだ

てていただくような 形
かたち

をとってもらいたいと 心
こころ

から思
おも

いま

した。これは、本当
ほんとう

にいい感
かん

じの意見
いけん

交換会
こうかんかい

だったものですから、プラン
ぷ ら ん

をつ

くるためだけというのはもったいないと思
おも

いましたので、随時
ずいじ

、こういう 形
かたち

の

ものを開
ひら

いていただきたいと思
おも

います。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 事前
じぜん

に配付
はいふ

している資料
しりょう

１－①についてです。全部
ぜんぶ

を読
よ

み返
かえ

して

いたのですが、その際
さい

に、視覚
しかく

障
しょう

がいの方
かた

の冒頭
ぼうとう

にいろいろとご意見
いけん

があっ

たと思
おも

うのですけれども、そこが意見
いけん

として入
はい

っていないような 印 象
いんしょう

を持
も

っ

たので、僕
ぼく

なりにまとめてみました。 

 一
ひと

つは、差別解消
さべつかいしょう

の部分
ぶぶん

で、視覚
しかく

障
しょう

がい者
しゃ

の資料
しりょう

について、いつも後手
ご て

に

回
まわ

っているという 話
はなし

でありまして、差別
さべつ

解 消 法
かいしょうほう

が成立
せいりつ

した今
いま

は、法的
ほうてき

な会議
かいぎ

の際
さい

には、あらかじめ、点字
てんじ

等
など

のできる限
かぎ

りの合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

を確保
かくほ

しなければな

らないということと、それがないというのは、情 報
じょうほう

保障
ほしょう

以前
いぜん

に差別
さべつ

に 値
あたい

する
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のかなと感
かん

じました。 

 もう一
ひと

つ、 行 政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

の部分
ぶぶん

については、公的
こうてき

な会議
かいぎ

を開催
かいさい

する以上
いじょう

、

場所
ばしょ

とか時間
じかん

等
とう

については、市
し

として最低限
さいていげん

の 情 報
じょうほう

を 提 供
ていきょう

しなければなら

ない、情 報
じょうほう

保障
ほしょう

をしなければならないということがあると思
おも

ったので、その辺
へん

について、可能
かのう

であれば、意見
いけん

の概要版
がいようばん

に盛り込んで
も   こ

いただきたいと思
おも

いまし

た。 

 それから、資料
しりょう

１－②についてです。 

 これも、意見
いけん

としては特
とく

になかったと思
おも

うのですけれども、知的
ちてき

障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の発言
はつげん

という中
なか

で、例
たと

えば、時間
じかん

を５分
ふん

以内
いない

で言
い

ってくださいというのは、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

に対
たい

する合理的
ごうりてき

配慮
はいりょ

と 考
かんが

えたときには、市
し

の限
かぎ

られた時間
じかん

の中
なか

で

やるというところがあると思
おも

うのですけれども、その辺
へん

の配慮
はいりょ

を少
すこ

し検討
けんとう

し

ていかなければならないと、いろいろと意見
いけん

を聞
き

く中
なか

で感
かん

じました。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ありがとうございました。 

 目安
めやす

として５分
ふん

と思
おも

っていただければと思
おも

ったのですけれども、そういった

ところはもう少
すこ

し配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

ではないかということでした。ありがとうござい

ました。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、次
つぎ

に進
すす

みまして、またお気
き

づ

きのことがありましたら、後
のち

ほど出
だ

していただきたいと思
おも

います。 

 それでは、（２） 障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

の見
み

直
なお

しについてに参
まい

ります。 

 では、担当
たんとう

からご説明
せつめい

いたします。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） それでは、障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

の

見
み

直
なお

し案
あん

についてご説明
せつめい

させていただきます。 

 前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でのご意見
いけん

を踏
ふ

まえて直
なお

してはいるのですけれども、その後
ご

に 行
おこな
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った意見
いけん

交換会
こうかんかい

で出
で

た意見
いけん

などは間
ま

に合
あ

わなくてまだ反映
はんえい

できなかったものも

あると思
おも

いますので、その辺
へん

はまた引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

し、次回
じかい

の会議
かいぎ

でまたお示
しめ

し

したいと思
おも

っております。現段階
げんだんかい

での案
あん

ということでご説明
せつめい

をさせていただ

きます。 

 資料
しりょう

２の改定案
かいていあん

ですが、直
なお

した主
おも

なところをご説明
せつめい

させていただきます。 

 まず初
はじ

めに、９ページ
ぺ ー じ

でございます。 

 こちらに、障
しょう

がい者
しゃ

基本法
きほんほう

による 障
しょう

がい者
しゃ

の定義
ていぎ

がございます。前
まえ

の案
あん

で

すと、後
うし

ろにあったのですけれども、最初
さいしょ

の第
だい

１ 章
しょう

に持
も

ってきました。その上
うえ

で、これは意見
いけん

交換会
こうかんかい

でも出
で

ていたのですが、難 病
なんびょう

の関係
かんけい

のことが 障
しょう

がい者
しゃ

の範囲
はんい

に 難 病
なんびょう

が入
はい

ることを明示
めいじ

してほしいというご意見
いけん

もありまして、障
しょう

が

い者
しゃ

基本法
きほんほう

の下
した

のところに記載
きさい

を追加
ついか

しました。こういうふうにつくってはみ

たのですが、ここは 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービスだけの記載
きさい

ということもありまして、

もう少
すこ

し違
ちが

う書
か

き方
かた

もできるかもしれませんので、そこは書
か

き振
ふ

りの検討
けんとう

がも

う少
すこ

し検討
けんとう

が必要
ひつよう

かもしれませんけれども、いずれにしましても、 障
しょう

がい者
しゃ

の定義
ていぎ

という中
なか

で 難 病
なんびょう

も含
ふく

まれるということを入
い

れていきたいと思
おも

っており

ます。 

 また、難 病
なんびょう

に関
かん

する記載
きさい

に関
かん

しましては、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

で、２０ページ
ぺ ー じ

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の充 実
じゅうじつ

のところでピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

の 話
はなし

があったと思
おも

います。また、

４７ページ
ぺ ー じ

の後半
こうはん

のところでジョブサポーター
じ ょ ぶ さ ぽ ー た ー

の記載
きさい

もありまして、そういっ

たところに難 病
なんびょう

も加
くわ

わるというところで入
い

れてほしいというお 話
はなし

もあったと

思
おも

います。 

 ちょっと検討
けんとう

したのですが、こちらの記載
きさい

は 障
しょう

がいのある方
かた

がという 形
かたち

で

記載
きさい

しておりまして、難 病
なんびょう

の方
かた

も 障
しょう

がいのある方
かた

に含
ふく

まれるという 考
かんが

え方
かた

になりまして、特
とく

出
だ

しするのもどうかということがあり、一旦
いったん

、こちらの記載
きさい

には 難 病
なんびょう

ということは特
とく

に追加
ついか

しておりません。その辺
へん

は、最初
さいしょ

にしっかり
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書
か

いていくのがいいと思
おも

っております。 

 それから、戻
もど

りまして、１０ページ
ぺ ー じ

の目
もく

次
じ

といいますか、障
しょう

がい者
しゃ

保健
ほけん

福祉
ふくし

計画
けいかく

の体系
たいけい

のところでございます。 

 １１ページ
ぺ ー じ

の下
した

のほうの分野
ぶんや

５のところで 教 育
きょういく

、育成
いくせい

としていたのですけ

れども、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

のご意見
いけん

で「発達
はったつ

支援
しえん

」という言葉
ことば

に変
か

えたほうがいいの

ではないかというご意見
いけん

をいただいて、皆
みな

さんも同意
どうい

されたと思
おも

っております

ので、そのような 形
かたち

で 修 正
しゅうせい

をしようと 考
かんが

えております。 

 それから、１５ページ
ぺ ー じ

の理解
りかい

促進
そくしん

分野
ぶんや

の部分
ぶぶん

についてです。 

 １５ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

のところで、福祉
ふくし

教 育
きょういく

のための 教 材
きょうざい

の作成
さくせい

、配布
はいふ

につい

てです。もともとの記載
きさい

は、小 学 校
しょうがっこう

６年生
ねんせい

を 対 象
たいしょう

に配布
はいふ

しますと書
か

いてあ

ったのですが、もう少
すこ

し早
はや

めてもいいのではないかというご意見
いけん

があったと思
おも

います。 

 これに関
かん

して、教 育
きょういく

委員会
いいんかい

にも確認
かくにん

してみたところ、６年生
ねんせい

向
む

けにという

ことで 話
はなし

をして配布
はいふ

していたのですが、実際
じっさい

の 授 業
じゅぎょう

では、小 学 校
しょうがっこう

５年生
ねんせい

の

福祉
ふくし

の事業
じぎょう

で使
つか

われているケース
け ー す

もあるということでしたので、市内
しない

の６年生
ねんせい

という記載
きさい

を削
けず

ろうかと 考
かんが

えております。 

 また、今後
こんご

、低学年
ていがくねん

向
む

けにどういったことができるかということも 考
かんが

えて

いきたいと思
おも

っておりますので、ここは、「市内
しない

の小 学 校
しょうがっこう

に配布
はいふ

し」という

ことで記載
きさい

を少
すこ

し 修 正
しゅうせい

いたしました。 

 それから、１５ページ
ぺ ー じ

の下
した

のところです。 

 福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

提 供
ていきょう

事業者
じぎょうしゃ

等
とう

に対
たい

する 研 修
けんしゅう

の 充 実
じゅうじつ

というところです。 

 ここも、もともと居宅
きょたく

介護
かいご

の事業所
じぎょうしょ

のことのみを記載
きさい

していたのですが、現在
げんざい

、

児童
じどう

のサービス
さ ー び す

の研 修
けんしゅう

も始
はじ

めてきておりますし、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

などでも 就 労
しゅうろう

の

関係
かんけい

の事業所
じぎょうしょ

の質
しつ

の向 上
こうじょう

といった 話
はなし

もしておりますので、そういった意味
い み

で

は、ここでは、特
とく

に事業所
じぎょうしょ

の種別
しゅべつ

を限定
げんてい

せず、全体
ぜんたい

として事業者
じぎょうしゃ

の質
しつ

の 向 上
こうじょう
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を図
はか

るための 検 証
けんしょう

を実施
じっし

するという 形
かたち

で、こちらの記載
きさい

を 修 正
しゅうせい

しておりま

す。 

 あとは、１６ページ
ぺ ー じ

でございます。 

 上
うえ

の 障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

の講師
こうし

派遣
はけん

ということで、ここも、こういったことが就 労
しゅうろう

に結
むす

びつくといいという 話
はなし

も前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

でございましたけれども、まずは、

こういった事業
じぎょう

の機会
きかい

を 拡 充
かくじゅう

するということから、ここは微修正
びしゅうせい

ですけれど

も、「機会
きかい

を拡 充
かくじゅう

する」という表 現
ひょうげん

を追加
ついか

しております。特
とく

に、学校
がっこう

や関係機関
かんけいきかん

への 働
はたら

きかけをもっと進
すす

めていくような 形
かたち

にしていきたいと 考
かんが

えておりま

す。 

 それから、１９ページ
ぺ ー じ

についてです。 

 下
した

から２番目
ばんめ

の白丸
しろまる

で、ここも 難 病
なんびょう

の記載
きさい

ですけれども、 難 病
なんびょう

法を踏
ふ

ま

えてという記載
きさい

で、どういうふうに難 病 法
なんびょうほう

を踏
ふ

まえるのかという 話
はなし

もありま

して、その後
ご

、ここの記載
きさい

をどうしようかと思
おも

ったのですけれども、難 病 法
なんびょうほう

の

規定
きてい

の中
なか

では、基本理念
きほんりねん

のところで 難 病
なんびょう

の患者
かんじゃ

に対
たい

する医療
いりょう

は社会福祉
しゃかいふくし

やそ

の他
た

の関連施策
かんれんしさく

と有機的
ゆうきてき

に連携
れんけい

しつつ、総合的
そうごうてき

に 行
おこな

うという規定
きてい

はあるので

すけれども、 逆
ぎゃく

に、それ以外
いがい

の 条 文
じょうぶん

は医療
いりょう

に関
かん

する規定
きてい

になっておりまし

て、この基本理念
きほんりねん

に関
かん

する 条 文
じょうぶん

も、主語
しゅご

は医療
いりょう

はということで、医療
いりょう

の規定
きてい

ですので、こちらに記載
きさい

するというより、分野
ぶんや

３の医療
いりょう

に記載
きさい

になるというこ

とで、前回
ぜんかい

、そちらに難 病 法
なんびょうほう

の記載
きさい

を入
い

れましたので、こちらは削除
さくじょ

しても

いいと思
おも

い、一旦
いったん

、削除
さくじょ

するような 形
かたち

にしました。 

 １９ページ
ぺ ー じ

の一番下
いちばんした

のところです。 

 高齢
こうれい

になっても地域
ちいき

で安心
あんしん

して生活
せいかつ

できるように支援体制
しえんたいせい

の充 実
じゅうじつ

をという

ところについて、もうちょっと具体的
ぐたいてき

な書
か

き方
かた

をしたほうがいいのではないか

というご意見
いけん

があったと思
おも

いますが、具体的
ぐたいてき

な記載
きさい

としましては、２１ページ
ぺ ー じ

の

一番下
いちばんした

に、「 障
しょう

がいのある方
かた

の高齢化
こうれいか

に対
たい

する支援
しえん

の検討
けんとう

」ということで入
い
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れておりますので、１９ページ
ぺ ー じ

の下
した

のところは、基本的
きほんてき

にはこういった記載
きさい

に

なるかなというところです。 

 新
あら

たに、障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の成果目標
せいかもくひょう

になります地域生活支援拠点
ちいきせいかつしえんきょてん

の整備
せいび

も

高齢化
こうれいか

への対応
たいおう

ということも一
ひと

つの目的
もくてき

にしておりますので、その辺
へん

の文言
もんごん

を

つけ加
くわ

えることとしました。 

 それから、２３ページ
ぺ ー じ

です。 

 一番上
いちばんうえ

の発達
はったつ

障
しょう

がい者
しゃ

支援体制整備事業
しえんたいせいせいびじぎょう

のところで、ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

という言葉
ことば

とか、サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

さっぽろという言葉
ことば

がわからないという 話
はなし

がありましたので、サポートファイル
さ ぽ ー と ふ ぁ い る

の 注 釈
ちゅうしゃく

ですとか、ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

も親
おや

の相談役
そうだんやく

となる人
にん

ということで、（ペアレントメンター
ぺ あ れ ん と め ん た ー

）という 形
かたち

で修 正
しゅうせい

いたしました。 

 戻
もど

りますけれども、あともう一
ひと

つは２１ページ
ぺ ー じ

です。 

 ２１ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

のパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た す

という言葉
ことば

もわからないという 話
はなし

はあったのですが、これはパーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

事業
じぎょう

というのは、一つの言葉
ことば

になっております。それについては、この下に 注 釈
ちゅうしゃく

で記載
きさい

しておりますので、

パーソナルアシスタンス
ぱ ー そ な る あ し す た ん す

のみを 注 釈
ちゅうしゃく

するというのは、ここでは適当
てきとう

ではない

のかなということで、こういう 形
かたち

にしております。 

 ちょっと飛
と

びまして、４３ページ
ぺ ー じ

から４４ページ
ぺ ー じ

にかけての学校
がっこう

教 育
きょういく

の記載
きさい

です。 

 発達
はったつ

障
しょう

がいに関
かん

する記載
きさい

が余
あま

りないのではないかというご意見
いけん

もいただき

ました。これについては 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と相談
そうだん

をしたのですけれども、発達
はったつ

障
しょう

が

いといってもさまざまでありまして、何
なに

か一
ひと

つの施策
しさく

ということではないとい

うこともあり、特出
とくだ

しはしていないのですけれども、重 点
じゅうてん

取
と

り組
く

みの中
なか

の一人
ひとり

一人
ひとり

が学
まな

び育
そだ

つための教育的支援
きょういくてきしえん

とか、その下
した

の地域
ちいき

で学
まな

び育
そだ

つための教 育
きょういく

環 境
かんきょう

というところに取
と

り組
く

みとしては含
ふく

まれているという 考
かんが

え方
かた

だというこ
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とでございました。 

 ただ、前回
ぜんかい

会議
かいぎ

で、通 級 指 導 教 室
つうきゅうしどうきょうしつ

なども入
はい

れたほうがいいのではないかと

いうご意見
いけん

もあったので、その辺
へん

を 教 育
きょういく

委員会
いいんかい

と相談
そうだん

してつけ加
くわ

えたところ

でございます。 

 それから、６３ページ
ぺ ー じ

まで飛
と

びまして、災害
さいがい

関係
かんけい

の記載
きさい

です。 

 ６３ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

の札幌市
さっぽろし

地域
ちいき

防災
ぼうさい

計画
けいかく

における支援
しえん

ということで、記載
きさい

が二
ふた

つに分
わ

かれていまして、その下
した

に二
ふた

つ消
け

してある取
と

り組
く

みがあると思
おも

うのです

けれども、これをまとめて一
ひと

つにしております。 

 取
と

り組
く

みがばらばらと書
か

かれていたので、もう少
すこ

し 順 序
じゅんじょ

立
た

てたほうがいい

のではないかという内部
ないぶ

での 話
はなし

もありまして、記載
きさい

を整理
せいり

いたしました。 

 この中
なか

で、もともと要配慮者
ようはいりょしゃ

という言葉
ことば

を 障
しょう

がいのある方
かた

と変
か

えたのです

けれども、要配慮者
ようはいりょしゃ

というと、外国人
がいこくじん

とか乳幼児
にゅうようじ

も含
ふく

まれるので、 障
しょう

がい

のある方
かた

に置
お

きかえたほうがよいのではないかといった意見
いけん

もありまして、そ

のように 修 正
しゅうせい

しました。 

 防災関係
ぼうさいかんけい

のこの辺
へん

の記載
きさい

につきましては、意見
いけん

交換会
こうかんかい

でもまだ意見
いけん

が出
だ

さ

れている部分
ぶぶん

ですので、記載
きさい

につきましては、もう少
すこ

し検討
けんとう

する必要
ひつよう

があると

思
おも

っております。 

 ６４ページ
ぺ ー じ

の一番下
いちばんした

の関係機関
かんけいきかん

との協 定
きょうてい

のところも、意見
いけん

交換会
こうかんかい

での協 定
きょうてい

を締結
ていけつ

していますというのはプラン
ぷ ら ん

の記載
きさい

としてどうなのだという 話
はなし

もあり

ましたので、内容
ないよう

が変
か

わっているわけではないのですが、書
か

きぶりを 修 正
しゅうせい

し

ております。 

 現段階
げんだんかい

で 修 正
しゅうせい

したところは以上
いじょう

でございます。 

 その他
ほか

、もう少
すこ

し検討
けんとう

する必要
ひつよう

があるところもあると思
おも

いますので、その辺
へん

は引
ひ

き続
つづ

き検討
けんとう

していきたいと思
おも

います。 

 説明
せつめい

は以上
いじょう

でございます。 
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○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、ただいまの説明
せつめい

につきまし

て、ご質問
しつもん

、ご意見
いけん

等
とう

がございましたらお願
ねが

いいたします。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 ４３ページ
ぺ ー じ

の療育指導等
りょういくしどうとう

の下段
げだん

です。「また、ダウン
だ う ん

症
しょう

などの

先天性
せんてんせい

障
しょう

がいのある乳幼児
にゅうようじ

についても」と書
か

いてございます。これは、固有
こゆう

名
めい

詞
し

の 障
しょう

がいの名前
なまえ

になりますし、多分
たぶん

、ダウン
だ う ん

症
しょう

の小鳩会
こばとかい

の方
かた

もこういう

ことは望
のぞ

まないと思
おも

うのです。先天性
せんてんせい

障
しょう

がいのある方
かた

はダウン
だ う ん

症
しょう

だけでは

ないので、私
わたし

は、前回
ぜんかい

のときから言
い

おうかと思
おも

っていたのですが、これは外
はず

し

たほうがいいのではないでしょうか。皆
みな

さんはどうでしょうか。 

 障
しょう

がいの固有
こゆう

名詞
めいし

ですね。前回
ぜんかい

もちょっと迷
まよ

ったのですけれども、今回
こんかい

も

書
か

いてあるので言
い

いますが、ダウン
だ う ん

症
しょう

だけが先天性
せんてんせい

障
しょう

がいではありません。

例
たと

えば、発達
はったつ

障
しょう

がいでも自閉症
じへいしょう

の重
おも

たい方
かた

でも、先天性
せんてんせい

の気質
きしつ

障
しょう

がいがあ

って一 生
いっしょう

治
なお

らないものですから、これは外
はず

したほうがいいと思
おも

いますし、多分
たぶん

、

市民懇話会
しみんこんわかい

のときにここを突
つ

かれるのではないかと思
おも

うので、ここは削除
さくじょ

した

ほうがいいように思
おも

いますけれども、いかがでしょうか。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） あえて、この言葉
ことば

を出
だ

す必要
ひつよう

はないの

ではないかということですね。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 それから、６５ページ
ぺ ー じ

の見守
みまも

りのある方
かた

の事業
じぎょう

というところです。 

 実
じつ

は、私
わたし

の周
まわ

りにも、この人
ひと

は見
み

るからに 障
しょう

がいがあるとわかっているの

ですが、どこも存在
そんざい

せずに、朝
あさ

から晩
ばん

まで歩
ある

いている方
かた

とか、いつもうろうろ

一人
ひとり

でピョンピョン
ぴ ょ ん ぴ ょ ん

はねている方
かた

とか、この人
ひと

はどこに行
い

っているのだろうと

思
おも

うのですが、いつも一人
ひとり

でいらっしゃるのですね。親御
おやご

さんはその辺
へん

をどう

いうふうに思
おも

っているのか、 直 接
ちょくせつ

お聞
き

きしたことはないですけれども、いわ

ゆる手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

、障
しょう

がい者
しゃ

名簿
めいぼ

に載
の

っていない方
かた

が札幌市内
さっぽろしない

に結構
けっこう

いると思
おも

います。この方
かた

たちを、いかにたくさんの方
かた

を挙
あ

げて制度
せいど

にのっかる

ようにするかということは、北海道
ほっかいどう

もそうですけれども、札幌市
さっぽろし

の大
おお

きな課題
かだい
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ではないかと思
おも

います。 私
わたし

も、そういう方
かた

たちがいるということをなるべく

お知
し

らせしておりますけれども、個人的
こじんてき

な 情 報
じょうほう

でもあるので、ちょっと 難
むずか

し

いところもあります。多分
たぶん

、皆
みな

さんの身
み

の回
まわ

りにも、どうしてこの人
ひと

は 日 中
にっちゅう

か

らここにいるのだろうという方
かた

がたくさんいると思
おも

うので、この辺
へん

はもっと

重要視
じゅうようし

したほうがいいと思
おも

いました。札幌
さっぽろ

でも、さまざまな事故
じ こ

につながる悲惨
ひさん

なケース
け ー す

が多
おお

いので、ここは要注意
ようちゅうい

かなと思
おも

いました。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 先日
せんじつ

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

のときに、いろいろな意見
いけん

が出
だ

されて、勉 強
べんきょう

になりました。 

 今回
こんかい

の資料
しりょう

についてですが、１３ページ
ぺ ー じ

の平成
へいせい

２５年度
ねんど

障
しょう

がい者
しゃ

実態調査
じったいちょうさ

というところから見
み

ますと、障
しょう

がい者
しゃ

への理解
りかい

が深
ふか

まるために必要
ひつよう

なことの中
なか

で、教 育
きょういく

の 充 実
じゅうじつ

、これは難 病 患 者
なんびょうかんじゃ

調査
ちょうさ

の中
なか

では７０．８％で断
だん

トツ
と つ

に出
で

て

おります。それを踏
ふ

まえまして、１５ページ
ぺ ー じ

ですが、先
さき

ほども出
で

ていました福祉
ふくし

読本
どくほん

の中
なか

に、 難 病
なんびょう

の特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した記載
きさい

を記述
きじゅつ

していただければなという

ことで話
はな

し合
あ

ってまいりました。 

 それにつながりまして、１９ページ
ぺ ー じ

について、先
さき

ほども洞 野 係 長
どうのかかりちょう

からお 話
はなし

がありましたが、下
した

から５行目
ぎょうめ

の「難 病 患 者
なんびょうかんしゃ

の方
かた

に対
たい

して、難 病
なんびょう

等
とう

の特性
とくせい

（ 病 状
びょうじょう

の変化
へんか

や進行
しんこう

）」ということがあるのですが、 病 状
びょうじょう

の変化
へんか

だけで

はないわけです。日内
にちない

変動
へんどう

、１日
にち

の中
なか

でも変動
へんどう

するということを記載
きさい

してい

ただければありがたいと思
おも

っています。また、日内変動
にちないへんどう

や進行
しんこう

という言葉
ことば

を変
か

えていただければありがたいというふうに 話
はなし

してまいりました。 

 また、１９ページ
ぺ ー じ

の下段
げだん

ですが、これは先
さき

ほど言
い

ってくださいましたね。 

 それから、２０ページ
ぺ ー じ

の１０行目
ぎょうめ

の 障
しょう

がいのある方
かた

のピアサポーター
ぴ あ さ ぽ ー た ー

とい

う言葉
ことば

があるのですが、難 病 患 者
なんびょうかんじゃ

をピアサポート
ぴ あ さ ぽ ー と

として配置
はいち

していただけた

ら、心
こころ

の部分
ぶぶん

でのケア
け あ

につながるのではないかという意見
いけん

がたくさん出
だ

されま

したので、ここをお伝
つた

えしたいと思
おも

います。 
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 それから、２９ページ
ぺ ー じ

です。 

 下
した

から４行目
ぎょうめ

に、「相談支援体制
そうだんしえんたいせい

の 充 実
じゅうじつ

に努
つと

めます」と書
か

いてありますが、

障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

も安心
あんしん

して相談
そうだん

できるものにしてほしいということです。 

 さらに、福祉関係者
ふくしかんけいしゃ

とか医療関係者
いりょうかんけいしゃ

が一堂
いちどう

に介
かい

して、ケース
け ー す

検討
けんとう

と問題点
もんだいてん

を協議
きょうぎ

する場
ば

を設置
せっち

して、サービス
さ ー び す

の 充 実
じゅうじつ

を図
はか

るような計画
けいかく

を盛
も

り込
こ

んでは

どうかということで、ここの 充 実
じゅうじつ

の中
なか

に置
お

いてあるといいねというふうに 話
はなし

し合
あ

ってまいりました。 

 それから、４９ページ
ぺ ー じ

です。 

 下
した

から２行目
ぎょうめ

の「 受 注
じゅちゅう

調 達
ちょうたつ

等
とう

を 行
おこな

うセンター
せ ん た ー

」です。これは具体的
ぐたいてき

にど

ういうものを想定
そうてい

しているのかということが明
あき

らかになっていない気
き

がしまし

た。 

 それから、５０ページ
ぺ ー じ

です。 

 一番上
いちばんうえ

の 障
しょう

がい者
しゃ

施設
しせつ

等
など

からの優先
ゆうせん

調 達
ちょうたつ

の推進
すいしん

とあります。これは、

各 省 庁
かくしょうちょう

において 調 達
ちょうたつ

目 標
もくひょう

を設定
せってい

して、どのように 行
おこな

うのか見
み

えないな

という感
かん

じがしました。きょう調 達 法
ちょうたつほう

で数字
すうじ

は出
だ

されておりますが、将 来 的
しょうらいてき

な計画
けいかく

がわかったらいいかなという感
かん

じでした。 

 それから、６３ページ
ぺ ー じ

です。 

 先
さき

ほど、洞 野 係 長
どうのかかりちょう

からもありましたが、防災
ぼうさい

計画
けいかく

につきまして、 障
しょう

がい

のある方
かた

の福祉避難所
ふくしひなんじょ

を公開
こうかい

していただけたほうが、 命
いのち

に 直 結
ちょっけつ

する方
かた

もた

くさんおりますので、そういう方
かた

はすぐこちらへどうぞという感
かん

じで公開
こうかい

して

いただけたほうがいいのではないかという感
かん

じで 話
はなし

してまいりました。 

 この件
けん

につきましては、ペーパー
ぺ ー ぱ ー

にして渡
わた

してありますので、ご検討
けんとう

いただ

ければと思
おも

います。ありがとうございます。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 ２１ページ
ぺ ー じ

の一番下
いちばんした

の 障
しょう

がいのある方
かた

の高齢化
こうれいか

に対
たい

する支援
しえん

の

検討
けんとう

というところで、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

を整備
せいび

すると書
か

いてありますが、
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具体的
ぐたいてき

にどんなものなのかということがわかったら教
おし

えていただきたいと思
おも

っ

たのです。 

○事務局
じむきょく

（洞野事業計画担当係長
どうのじぎょうけいかくたんとうかかりちょう

） これは、後
のち

ほどの 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の

部
ぶ

でも多少
たしょう

話
はなし

をすることになると思
おも

うのですけれども、今回
こんかい

、新
あら

たに 障
しょう

が

い福祉
ふくし

計画
けいかく

の 目 標
もくひょう

として設
もう

けられたものになっております。 

 具体的
ぐたいてき

には、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

などの 居 住
きょじゅう

機能
きのう

と相談
そうだん

などのコーディネート
こ ー で ぃ ね ー と

機能
きのう

や短期入所
たんきにゅうしょ

を一体的
いったいてき

に整備
せいび

する地域
ちいき

の拠点
きょてん

ということになると思
おも

います。 

 そういった施設
しせつ

といいますか、建物
たてもの

を整備
せいび

する方法
ほうほう

のほかに、面的
めんてき

な体制
たいせい

も

示
しめ

されておりまして、どちらかの方法
ほうほう

でこういった拠点
きょてん

の整備
せいび

を進
すす

めていく 形
かたち

になります。 

 一応
いちおう

、国
くに

の指針
ししん

では、平成
へいせい

２９年度
ねんど

までに各圏域
かくけんいき

または各市町村
かくしちょうそん

に１カ所
かしょ

、

こういった拠点
きょてん

を整備
せいび

するということが示
しめ

されております。 

 以上
いじょう

です。 

○奈須野委員
な す の い い ん

 理解促進
りかいそくしん

のところで、いろいろな 教 材
きょうざい

を作成
さくせい

したり、啓発用
けいはつよう

の冊子
さっし

をつくったりということは本当
ほんとう

に 重 要
じゅうよう

だと思
おも

います。もう一
ひと

つは、私
わたし

たちもずっと見
み

ていて一番
いちばん

効果的
こうかてき

なのは、当事者
とうじしゃ

と 直 接
ちょくせつ

触
ふ

れ合
あ

う場
ば

がたくさ

んあるということが一番
いちばん

大事
だいじ

だと思
おも

うのです。 

 そんな意味
い み

で、鈴 木 係 長
すずきかかりちょう

にもかかわっていただいていると思
おも

いますけれど

も、１０月
がつ

の初
はじ

めに、障
しょう

がいを持
も

った人
ひと

も持
も

たない人
ひと

も一緒
いっしょ

に音楽
おんがく

とか文化
ぶんか

を楽
たの

しもうという 催
もよお

し物
もの

があるのです。そういう触
ふ

れ合
あ

う場
ば

をたくさんつく

るようなことを推進
すいしん

するという項目
こうもく

も入
い

れたらどうかと思
おも

います。 

 自分
じぶん

でもそう思
おも

うのですけれども、私
わたし

の息子
むすこ

が 障
しょう

がいを持
も

っているという

ことで、周
まわ

りの親戚
しんせき

のおじさん、おばさんとか、そういう人
ひと

たちはこの子
こ

のお

かげでいろいろなことがわかったということがたくさんありますので、触
ふ

れ合
あ

う

場
ば

を少
すこ

しでも多
おお

くするということに札幌市
さっぽろし

としても 力
ちから

を入
い

れているという項
こう

目
もく



 - 18 -

が一
ひと

つ欲
ほ

しいと思
おも

いました。 

 もう一
ひと

つは、発達
はったつ

障
しょう

がいの問題
もんだい

です。 

 先
さき

ほど、いろいろおっしゃっていただいたのですけれども、例
たと

えば、学 習
がくしゅう

障
しょう

がいとか、高機能
こうきのう

自閉症
じへいしょう

とか、いろいろな 形
かたち

の発達
はったつ

障
しょう

がいの出方
でかた

がありま

して、それらに 対
たい

する 教 育
きょういく

の 方法
ほうほう

は 全
まった

く 確立
かくりつ

されていないので、

通 級 指 導 教 室
つうきゅうしどうきょうしつ

という言葉
ことば

も出
で

てくると思
おも

うのですが、今
いま

の枠
わく

組
ぐ

みの中
なか

でどう

したらいいかということではなくて、違
ちが

う枠
わく

組
ぐ

みを 考
かんが

えてみたらどうかとい

うことで、このあいだ、発言
はつげん

させてもらったのです。 

 そういう意味
い み

では、発達
はったつ

障
しょう

がいに対
たい

する 教 育
きょういく

の方法
ほうほう

なども、実際
じっさい

にどう

するこうするということはなかなか 難
むずか

しいと思
おも

うのですけれども、そういう

こ と を 目的
もくてき

に 研 究
けんきゅう

す る と い う 意味
い み

で 発言
はつげん

さ せ て い た だ い た の で 、

通 級 指 導 教 室
つうきゅうしどうきょうしつ

などを利用
りよう

したらどうかということとはちょっと違
ちが

うと思
おも

いま

す。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 メール
め ー る

をしたと思
おも

うのですが、着
つ

かなかったですか。 

○事務局
じむきょく

（高木職員
たかぎしょくいん

） メール
め ー る

は着
つ

いていたのですけれども、ルビ
る び

を振
ふ

る時間
じかん

がありませんでした。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 私
わたし

も資料
しりょう

を持
も

ってこなかったので、今
いま

、送
おく

ってもらったものを

読
よ

みます。 

 子
こ

ども部
ぶ

会
かい

から追加
ついか

の意見
いけん

が出
で

ました。４１ページ
ぺ ー じ

の基本
きほん

施策
しさく

２の早期療育
そうきりょういく

の 充 実
じゅうじつ

かなと思
おも

うのですけれども、国
くに

の指針
ししん

にもありましたように、子
こ

ども・

子
こ

育
そだ

て支援
しえん

にかかわる施策
しさく

との連携
れんけい

を入
い

れていただきたいということです。内容
ないよう

としては、子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て支援法
しえんほう

に基
もと

づく施策
しさく

や母子
ぼ し

保健
ほけん

等
とう

の 十 分
じゅうぶん

な連携
れんけい

を

図
はか

っていただいて、障
しょう

がい児
じ

の担当
たんとう

部局
ぶきょく

と子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て担当
たんとう

の子
こ

ども未来局
みらいきょく

との連携
れんけい

体制
たいせい

を確保
かくほ

していただきたいということと、もう一
ひと

つ、この分野
ぶんや

かど

うかわかりませんが、 教 育
きょういく

との連携
れんけい

を入
い

れていただきたいという意見
いけん

が出
で

て
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いました。 

 就学時
しゅうがくじ

及
およ

び 卒業時
そつぎょうじ

に お け る 支援体制
しえんたいせい

の 円滑
えんかつ

な 移行
いこう

、 学校
がっこう

と 放課後
ほ う か ご

デイサービス
で い さ ー び す

の連携
れんけい

を図
はか

っていただきたい、そのために、 障
しょう

がい担当
たんとう

部局
ぶきょく

と

教 育
きょういく

委員会
いいんかい

との連携
れんけい

を確保
かくほ

していただきたいということで、子
こ

ども・子
こ

育
そだ

て

と 教 育
きょういく

との連携
れんけい

の二
ふた

つがいろいろな意見
いけん

の中
なか

でまとめると、この二
ふた

つになり

ましたので、意見
いけん

として出
だ

させてください。よろしくお願
ねが

いします。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 先
さき

ほど、杉田委員
すぎたいいん

から質問
しつもん

があったと思
おも

いまして、何
なん

ページ
ぺ ー じ

か

はわかりませんが、個人的
こじんてき

な意見
いけん

は別紙
べっし

に出
だ

していますので、それを見
み

ていた

だきたいと思
おも

います。 

 ２１ページ
ぺ ー じ

の地域生活支援拠点
ちいきせいかつしえんきょてん

のことですけれども、整備
せいび

することが前提
ぜんてい

み

たいな書
か

き振
ぶ

りになっていると思
おも

っています。この辺
へん

のあり方
かた

というか、多分
たぶん

、

地域
ちいき

の実 情
じつじょう

をいろいろ見
み

ていかなければいけないと思
おも

っていて、その上
うえ

で拠点
きょてん

事業
じぎょう

が必要
ひつよう

であれば 考
かんが

えていけばいいし、別
べつ

な方法
ほうほう

があるのであれば、別
べつ

な

方法
ほうほう

を取
と

り入
い

れるなどの検討
けんとう

をすべきかと思
おも

います。ですから、整備
せいび

するでは

なくて、検討
けんとう

しますとか、札幌市
さっぽろし

独自
どくじ

の事業
じぎょう

にしていくということであれば、

その辺
へん

の検討
けんとう

をしますみたいなことを書
か

いていただきたいと思
おも

いました。 

 以上
いじょう

です。 

○松田委員
まつだいいん

 前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

のときに、会議
かいぎ

に対
たい

しての配慮
はいりょ

でちょっと言
い

わせても

らったことに言
い

い忘
わす

れたことがあるので、追加
ついか

したいのです。 

 今
いま

、福祉
ふくし

計画
けいかく

がいろいろと変
か

わるのに厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

とかいろいろなところか

らみんなの会
かい

に 文 章
ぶんしょう

が来
く

るのですけれども、ルビ
る び

振
ふ

りをしていないのと、字
じ

が

小
ちい

さくて読
よ

めないのです。見
み

にくいのです。 

 私
わたし

が 障
しょう

がいの会議
かいぎ

に出
で

て資料
しりょう

をもらったときも、字
じ

が小
ちい

さいので、字
じ

をも

うちょっと大
おお

きくしてくださいというお願
ねが

いをしたことがあります。厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

などから来
く

るものは全部
ぜんぶ

字
じ

が小
ちい

さくて、私
わたし

は老 眼 鏡
ろうがんきょう

をかけているのですけれ
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ども、それでも見
み

えなくて、支援
しえん

員
いん

にそこだけ補助
ほじょ

してもらったり、虫眼鏡
むしめがね

で見
み

なければ見
み

えないような感
かん

じなのです。 

 それを今回
こんかい

の配慮
はいりょ

に入
い

れてもらいたいということと、もっと本人
ほんにん

向
む

けにわか

りやすい言葉
ことば

にしていただきたいのです。 行 政
ぎょうせい

言葉
ことば

になっているところがた

まにあるので、 私
わたし

の場合
ばあい

は、みんなの会
かい

の支援
しえん

者
しゃ

や家族
かぞく

などがいるからいい

のですけれども、そういう団体
だんたい

に入
はい

っていない人
ひと

とか、家族
かぞく

が死
し

んでいないと

いう人
ひと

たちのために、 障
しょう

がい者
しゃ

にわかりやすい言葉
ことば

で書
か

いてほしいと思
おも

いま

す。 

 もう一
ひと

つは、 行 政
ぎょうせい

サービス
さ ー び す

配慮
はいりょ

のところでこのあいだも言
い

ったと思
おも

います

し、それに追加
ついか

して言
い

うことを忘
わす

れていたことが１点
てん

あります。相談
そうだん

事業所
じぎょうしょ

は

各地
かくち

にあるのですけれども、土曜日
ど よ う び

はお休
やす

みで、平日
へいじつ

の９時
じ

から５時
じ

くらいま

でで一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

している人
ひと

たちは全然
ぜんぜん

間
ま

に合
あ

いません。日曜日
にちようび

か、もしくは夜間
やかん

のどこかの曜
よう

日
び

で、１日
にち

でもいいので、相談
そうだん

する時間帯
じかんたい

を設
もう

けてほしいと思
おも

っ

ています。 

 それはなぜかというと、今
いま

までに札幌
さっぽろ

みんなの会
かい

でそういう相談
そうだん

事業所
じぎょうしょ

に入
はい

っているのだけれども、５時
じ

までしか対応
たいおう

してくれないので、仕事
しごと

の関係
かんけい

で相談
そうだん

ができない、困
こま

っているという人
ひと

がいたことがあるのです。それもかねて、そ

の２点
てん

を追加
ついか

したいと思
おも

います。お願
ねが

いします。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 最初
さいしょ

の文書
ぶんしょ

がわかりにくい、文字
も じ

が小
ちい

さいというお 話
はなし

ですが、それは厚生
こうせい

労 働 省
ろうどうしょう

から来
く

る 文 章
ぶんしょう

ですか。 

○松田委員
まつだいいん

 国
くに

とか札幌市
さっぽろし

から来
く

る文書
ぶんしょ

です。 

 こういう会議
かいぎ

のために事前
じぜん

資料
しりょう

として来
く

るときに、今
いま

はルビ
る び

振
ふ

りをして大
おお

き

くなっているのですけれども、たまに、ルビ
る び

振
ふ

りもしなくて、国
くに

から来
き

たまま

の文書
ぶんしょ

が今回
こんかい

の策定
さくてい

会議
かいぎ

の１回目
かいめ

のときの資料
しりょう

としてあって、わからなくて、

みんなの会
かい

の支援
しえん

者
しゃ

に、そこをルビ
る び

してもらったものをコピー
こ ぴ ー

してもらったこ
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とがあるので、そういう意味
い み

です。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） わかりました。 

 今
いま

、 私
わたし

どもの会議
かいぎ

でお送
おく

りしているものは、配慮
はいりょ

という点
てん

では合格
ごうかく

させて

いただいていますでしょうか。 

○松田委員
まつだいいん

 国
くに

から来
き

て参考資料
さんこうしりょう

と入
はい

れてもらっているのがルビ振
ふ

りしていな

かったり、字
じ

が小さかったり、行政言葉
ぎょうせいことば

で 私
わたし

たちにわからないような 難
むずか

し

い言葉
ことば

で入
はい

っているものがあったのです。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 我々
われわれ

の 文 章
ぶんしょう

の中
なか

に国
くに

の資料
しりょう

として入
はい

っているようなものにはそういうことがあるということですね。よくわかりま

した。ありがとうございます。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 Ｊ Ｄ Ｄ
じぇいでぃーでぃー

ネット
ね っ と

北海道
ほっかいどう

の 代 表
だいひょう

として、忘
わす

れたことが一
ひと

つあり

まして、奈須野
な す の

委員
いいん

の言
い

ったことを大幅
おおはば

に膨
ふく

らませたほうがいいと思
おも

い、申
もう

し

上
あ

げます。 

 ４４ページ
ぺ ー じ

の地域
ちいき

に学
まな

ぶためのというところです。こういうふうに変
か

えてい

ただけると、Ｊ Ｄ Ｄ
じぇいでぃーでぃー

ネット
ね っ と

では大変
たいへん

反映
はんえい

するのではないかと思
おも

います。特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

や 通 級
つうきゅう

指導
しどう

学 級
がっきゅう

の 整備
せいび

を す る と と も に 、 高機能
こうきのう

自閉症
じへいしょう

、

アスペルガー
あ す ぺ る が ー

症 候 群
しょうこうぐん

、学 習
がくしゅう

障
しょう

がい、Ａ Ｄ Ｈ Ｄ
えーでぃーえいちでぃー

の各
かく

障
しょう

がいに応
おう

じた支援
しえん

を重視
じゅうし

いたしますというように、各
かく

障
しょう

がいを全部
ぜんぶ

ここに入
い

れていただけない

でしょうか。発達
はったつ

障
しょう

がいだけでは、懇話会
こんわかい

のときにはおわかりにならない方
かた

が

いらっしゃるので、各
かく

障
しょう

がいを全
すべ

て入
い

れていただきたいと思
おも

います。そうで

ないと、 私
わたし

がここにいる意味
い み

が 全
まった

くございません。 

 奈須野
な す の

委員
いいん

、そうですね。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ４４ページ
ぺ ー じ

ですね。地域
ちいき

で学
まな

び育
そだ

つた

めの 教 育
きょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

のところで、具体的
ぐたいてき

な記載
きさい

があったほうがわかりやすい

ということですね。 
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○奈須野
な す の

委員
いいん

 私
わたし

も、最近
さいきん

いろいろ見
み

させていただいて、本当
ほんとう

に一般的
いっぱんてき

な知的
ちてき

障
しょう

がいと 学 習
がくしゅう

障
しょう

がいとか、アスペルガー
あ す ぺ る が ー

とか、全
まった

く違
ちが

うのです。そこを、

同
おな

じ枠組
わくぐ

みの中
なか

で 考
かんが

えるということ自体
じたい

が間違
まちが

いだと思
おも

います。そういう意味
い み

で、どうしたらいいかということは 全
まった

く確立
かくりつ

されてはいないけれども、放
ほう

っ

ておくわけにはいかないという意味
い み

で発言
はつげん

させてもらっています。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 もう一個
いっこ

が、 行 政
ぎょうせい

配慮
はいりょ

の会議
かいぎ

におけるところです。 

 札幌
さっぽろ

みんなの会
かい

の役員
やくいん

をやっていて、役員会
やくいんかい

に参加
さんか

するのですけれども、移動
いどう

の支援員
しえんいん

の関係
かんけい

で、最後
さいご

まで参加
さんか

できないのです。途中
とちゅう

でお迎
むか

えが来
き

たら、バス
ば す

の関係
かんけい

で帰
かえ

らなければならないのです。この 間
あいだ

も、サポーター
さ ぽ ー た ー

会議
かいぎ

に出
で

てい

て、ちらっと 話
はなし

をしていたのですけれども、知的
ちてき

障
しょう

がい者
しゃ

のサポーター
さ ぽ ー た ー

をし

てくれる人
ひと

を入
い

れたらどうだろうかという 話
はなし

が出
で

ていて、みんなの会
かい

の役員会
やくいんかい

に参加
さんか

するような人
ひと

たちは、時間
じかん

が限
かぎ

られるので、参加
さんか

できるのかなと思
おも

いま

した。 

 この 間
あいだ

は、役員会
やくいんかい

の大事
だいじ

なところでお迎
むか

えが来
き

てしまったので帰
かえ

らなけれ

ばいけなくなったのです。その後
ご

、みんなの会
かい

の支援者
しえんしゃ

から 情 報
じょうほう

は流
なが

れてく

るのですけれども、役員
やくいん

みんなの意見
いけん

が聞
き

けなくてわからない部分
ぶぶん

がありまし

た。 

 ですから、そこら辺
へん

の配慮
はいりょ

もしてほしいなと思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） こちらも、いろいろと調
しら

べてみたいと思
おも

います。 

 ほかにいかがでしょうか。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 先
さき

ほど、４４ページ
ぺ ー じ

の 通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

についていろいろ議論
ぎろん

が

あったと思
おも

います。たしか、先
さき

ほど上田
うえだ

委員
いいん

が言
い

っていたと思
おも

うのですけれど

も、ダウン
だ う ん

症
しょう

を特出
とくだ

しする意味
い み

がないということを言
い

っていたので、かえって

逆効果
ぎゃくこうか

にならないかなということが心配
しんぱい

です。もちろん、配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

だとい
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う部分
ぶぶん

は理解
りかい

できるので、工夫
くふう

が必要
ひつよう

かなと思
おも

うのですけれども、どうしたら

いいでしょうか。 

 最初
さいしょ

の時点
じてん

で、障
しょう

がい者
しゃ

基本法
きほんほう

の中
なか

で発達
はったつ

障
しょう

がいとか 難 病
なんびょう

も 障
しょう

がいの

一
ひと

つだというふうに認
みと

められてまとめているので、無駄
む だ

になってしまうという

か、全部
ぜんぶ

の 障
しょう

がいを入
い

れられれば一番
いちばん

いいのでしょうけれども、そんなこと

をしたら、何
なん

の制度
せいど

なのか、何
なん

の計画
けいかく

になるのかということがよくわからなく

なります。あえて、そこにこだわる必要性
ひつようせい

がわからなくて、もちろん配慮
はいりょ

とい

う意味
い み

では必要
ひつよう

だというところはわかるので、配慮
はいりょ

という意見
いけん

でもないのです

が、そういうことを感
かん

じました。 

 この 間
あいだ

、土
ど

・日
にち

に勉 強 会
べんきょうかい

みたいなことがあって感
かん

じたことですけれども、

障
しょう

がい者
しゃ

権利
けんり

条 約
じょうやく

が批准
ひじゅん

されているので、計画
けいかく

の中
なか

でも、条 約
じょうやく

を羅針盤
らしんばん

と

いうか、指標
しひょう

にしながらやっていく必要性
ひつようせい

があります。ここの書
か

き方
かた

など全部
ぜんぶ

に及
およ

ぶ部分
ぶぶん

があると思
おも

いますので、その辺
へん

も 考
かんが

えていく必要性
ひつようせい

があるのかな

と最近
さいきん

感
かん

じました。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 確
たし

かに、言
い

われればそうですね。 

 では、固有
こゆう

名詞
めいし

はダウン
だ う ん

症
しょう

を入
い

れなかったので、発達
はったつ

障
しょう

がい及
およ

び 難 病
なんびょう

と

入
い

れたほうがいいのでしょうか。 

 ただ、発達
はったつ

障
しょう

がいだけではわからない方
かた

がいるから、 難 病
なんびょう

指定
してい

ではない

のでしょうけれども、その辺
へん

は北川
きたがわ

委員
いいん

からご意見
いけん

をお願
ねが

いします。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 私
わたし

たちも、児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

の研 修 会
けんしゅうかい

のテキスト
て き す と

などをつくると

きに、いろいろなお子
こ

さんが児童
じどう

発達
はったつ

支援
しえん

とか放課後
ほ う か ご

デイサービス
で い さ ー び す

に通
かよ

うので、

障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した支援
しえん

という使
つか

い方
かた

をしています。例
たと

えば、知的
ちてき

障
しょう

が

いの子
こ

はこういう配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

ですよ、発達
はったつ

障
しょう

がいの子
こ

はこういう配慮
はいりょ

が必要
ひつよう

ですよ、肢体
したい

不自由
ふ じ ゆ う

のお子
こ

さんにはこういう支援
しえん

が必要
ひつよう

みたいな特性
とくせい

に配慮
はいりょ

し

たかかわりをしていきましょうという表 現
ひょうげん

を使
つか

うので、もしそういうことが必要
ひつよう
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なのであれば、 障
しょう

がいの特性
とくせい

に配慮
はいりょ

するみたいな言葉
ことば

がふさわしいかと思
おも

い

ました。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） その辺
へん

のところも、いただいた意見
いけん

を

十 分
じゅうぶん

参考
さんこう

にさせていただきながら 考
かんが

えたいと思
おも

います。ありがとうござい

ます。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 今
いま

の４４ページ
ぺ ー じ

のことで言
い

わせていただきます。 

 上
うえ

には、 障
しょう

がいのある子
こ

もない子
こ

も同
おな

じ場
ば

でともに学
まな

ぶことを目指
め ざ

した

インクルーシブ
い ん く る ー し ぶ

教 育
きょういく

システム
し す て む

と書
か

いてあるのですけれども、こちらの地域
ちいき

で学
まな

び育
そだ

つための 教 育
きょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

は、特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

とか 通 級
つうきゅう

児童
じどう

教 室
きょうしつ

とい

うことで、 通 常 級
つうじょうきゅう

から分
わ

けてという場
ば

を設定
せってい

しているのが矛盾
むじゅん

しているの

ではないかと思
おも

うのです。通 常
つうじょう

の 教 室
きょうしつ

の中
なか

で特別
とくべつ

な支援
しえん

とか、特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

を入
い

れる個人的
こじんてき

なサポート
さ ぽ ー と

とか、そういった方向
ほうこう

にはならないのでしょうか。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 杉田
すぎた

委員
いいん

がおっしゃるように、矛盾
むじゅん

した中身
なかみ

ではあるかなと思
おも

う

のですけれども、ここに地域
ちいき

で育
そだ

つための 教 育
きょういく

環 境
かんきょう

の整備
せいび

というふうに挙
あ

げ

られているのは、特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

と入
い

れていただいた 通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

なので、

少
すこ

しリンク
り ん く

するところがあるかと思
おも

うのです。遠
とお

くに離
はな

れた学校
がっこう

というより、

地域
ちいき

で学
まな

ぶといいますか、通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

を入
い

れていただいたのは大
おお

きいと思
おも

うのですけれども、実際
じっさい

に通
かよ

っている 私
わたし

どもの子
こ

どもたちも、普通
ふつう

学 級
がっきゅう

に行
い

きながら 通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

を利用
りよう

して、それぞれの子
こ

どもの 障
しょう

がい特性
とくせい

に配慮
はいりょ

した指導
しどう

を 行
おこな

っていただいています。ですから、ちょっと矛盾
むじゅん

するようです

けれども、そこまでの対立
たいりつ

概念
がいねん

ではないかと捉
とら

えております。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 特別
とくべつ

支援
しえん

学 級
がっきゅう

とか 通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

自体
じたい

が問題
もんだい

だということで

はないのですけれども、 結 局
けっきょく

、そのまま、地域
ちいき

の同
おな

じ学校
がっこう

で分
わ

けられるとい

うことが子
こ

どもにとってどうなのかということです。私
わたし

も 障
しょう

がい児
じ

の相談
そうだん

を

受
う

けているのですけれども、軽
かる

い発達系
はったつけい

のお子
こ

さんは、そういうところに分
わ

け
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られることすら抵抗感
ていこうかん

を持
も

ったり、その 学 級
がっきゅう

に行
い

くということは仲間
なかま

外
はず

れと

いうか、ほかの友達
ともだち

から「がいじ」と呼
よ

ばれるらしいのです。 障
しょう

がい児
じ

のこ

とを 略
りゃく

しているのですけれども、あいつはがいじだなみたいなことで、結 局
けっきょく

、

いじめの 対 象
たいしょう

になっていく可能性
かのうせい

があるのです。そうなると、本人
ほんにん

は無理
む り

し

てでも 通 常 級
つうじょうきゅう

に在籍
ざいせき

しようとして、結果
けっか

、不登校
ふとうこう

になるとか、そういうとこ

ろにもっとサポート
さ ぽ ー と

を入
い

れる必要
ひつよう

があるのではないかということです。 

 ご本人
ほんにん

も親御
おやご

さんも納得
なっとく

ができて特別
とくべつ

支援級
しえんきゅう

とか通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

に行
い

けて

きちんと学
まな

べる場
ば

があるのは大切
たいせつ

ですけれども、その前
まえ

の段階
だんかい

のお子
こ

さんたち

も非常
ひじょう

に多
おお

いと思
おも

うのです。その辺
へん

を 考
かんが

えてほしいなと思
おも

っています。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） これは、なかなか一 朝 一 夕
いっちょういっせき

で解決
かいけつ

で

きない部分
ぶぶん

かと思
おも

いますが、上田
うえだ

委員
いいん

、お願
ねが

いします。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 通 級
つうきゅう

指導
しどう

教 室
きょうしつ

については、私
わたし

もほかの親
おや

の会
かい

の方
ほう

から随分
ずいぶん

言
い

われているのですけれども、札幌市内
さっぽろしない

には本当
ほんとう

に数
かぞ

えるほどしかないのです。

そして、琴似
ことに

近辺
きんぺん

から中央区
ちゅうおうく

に行
い

ったり、それで先生
せんせい

はどのように言
い

うかと

いうと、ちょっとここでは言
い

えないようなことを言
い

われて嫌
いや

な思
おも

いをして行
い

っ

ている生徒
せいと

もいるのですが、ないよりあったほうがいいという親御
おやご

さんのほう

が多
おお

いですし、 逆
ぎゃく

に 通 級
つうきゅう

教 室
きょうしつ

をふやしてくださいと言
い

う親御
おやご

さんもいるの

です。要
よう

するに、普通
ふつう

学 級
がっきゅう

にいれない方
かた

が仕方
しかた

がなく支援
しえん

学 級
がっきゅう

にいるので

す。これは、子
こ

どもとか親御
おやご

さんのチョイス
ち ょ い す

ですので、杉田
すぎた

委員
いいん

の言葉
ことば

もよく

わかりますが、 私
わたし

たちは代弁者
だいべんしゃ

であるので、両 方
りょうほう

うまくいって、普通
ふつう

教 室
きょうしつ

の中
なか

に 学 習
がくしゅう

サポーター
さ ぽ ー た ー

がたくさんいれば、より多
おお

くのことが学
まな

べるのではな

いかと思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ありがとうございます。 

 ほかにいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 
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○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、またありましたら後
あと

で 発 表
はっぴょう

していただくことにしまして、次
つぎ

の議題
ぎだい

に入
はい

らせていただきます。 

 それでは、３番目
ばんめ

の 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の策定
さくてい

の 考
かんが

え方
かた

についてです。 

 まず、担当
たんとう

からご説明
せつめい

いたします。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） それでは、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

に関
かん

し

ましてご説明
せつめい

させていただきます。 

 資料
しりょう

は、資料
しりょう

２の分
わ

かれている７３ページ
ぺ ー じ

からが 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の部
ぶ

とな

っております。 

 もちろん、本日
ほんじつ

の段階
だんかい

で数字
すうじ

をいろいろお示
しめ

しできればよかったのですが、

目 標
もくひょう

見込
み こ

み 量
りょう

などをまだ出
だ

すことができず、中身
なかみ

は空欄
くうらん

のままになっており

ますけれども、何
なん

とか次回
じかい

の会議
かいぎ

まではと思
おも

っております。 

 資料
しりょう

２のほかに、当日
とうじつ

になってしまったのですが、資料
しりょう

３と３－②を配付
はいふ

さ

せていただいております。 

 資料
しりょう

３が数値
すうち

目 標
もくひょう

の実績
じっせき

のところで、今
いま

はまだ１－①の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の

入 所 者
にゅうしょしゃ

への地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の一番
いちばん

右側
みぎがわ

の平成
へいせい

２５年
ねん

４月
がつ

からのところは

空欄
くうらん

になっていると思
おも

います。ようやく、きのう、概算値
がいさんち

がわかりました。ま

だ確定
かくてい

ではないのですけれども、北海道
ほっかいどう

の調査
ちょうさ

でわかりまして、口頭
こうとう

説明
せつめい

に

なってしまうのですが、移行者数
いこうしゃすう

のところが３６人
にん

です。平成
へいせい

２４年度
ね ん ど

が２９

名
めい

で、その右側
みぎがわ

が３６という数字
すうじ

になっております。 

 まだ動
うご

くかもしれないですけれども、そういうことでした。 

 ３６人
にん

ということですので、累計値
るいけいち

が５９４、進 捗 率
しんちょくりつ

は７８．２という数字
すうじ

になっております。 

 それから、２－１の福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

のところも空欄
くうらん

になっ

ていると思
おも

うのですけれども、平成
へいせい

２５年度
ねんど

は、まだ確定
かくてい

しておりませんけれ

ども、４１５という数字
すうじ

をいただいております。 
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 進 捗 率
しんちょくりつ

は２０７．５ということで、目 標
もくひょう

が２００人
にん

でしたので、その２倍
ばい

ぐらいになっておりますけれども、そういった数字
すうじ

が出
で

ておりますので、こち

らをつけ加
くわ

えさせていただきます。 

 資料
しりょう

２の７３ページ
ぺ ー じ

に戻
もど

りまして、 順 番
じゅんばん

に説明
せつめい

させていただきます。 

 ７３ページ
ぺ ー じ

のところで、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

の基本
きほん

理念
りねん

や基本的
きほんてき

な 考
かんが

え方
かた

を

記載
きさい

しております。 

 基本
きほん

理念
りねん

につきましては、国
くに

の指針
ししん

に基
もと

づきまして定
さだ

めておりますけれども、

１番目
ばんめ

としましては、 障
しょう

がい者
しゃ

の自己
じ こ

決定
けってい

の 尊 重
そんちょう

と意思
い し

決定
けってい

の支援
しえん

です。

それから、一元的
いちげんてき

な 障
しょう

がい福祉
ふくし

サービス
さ ー び す

の実施
じっし

等
とう

です。それから、入 所
にゅうしょ

等
とう

か

ら地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

、地域
ちいき

生活
せいかつ

の継続
けいぞく

支援
しえん

、 就 労
しゅうろう

支援
しえん

等
など

の課題
かだい

に対応
たいおう

した

サービス
さ ー び す

基盤
きばん

の整備
せいび

という理念
りねん

になっております。 

 ７４ページ
ぺ ー じ

からは数値
すうち

目 標
もくひょう

になっております。 

 ７４ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

から五
いつ

つは、国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

に基
もと

づき設定
せってい

する指標
しひょう

になって

おります。一番下
いちばんした

の 入 院 中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

は、

第
だい

３期
き

の今
いま

の計画
けいかく

で札幌市
さっぽろし

が独自
どくじ

に設定
せってい

している 目 標
もくひょう

となっております。 

 それから、７５ページ
ぺ ー じ

の理解
りかい

促進
そくしん

に関
かん

する目 標
もくひょう

につきましても、第
だい

３期
き

計画
けいかく

において札幌市
さっぽろし

が独自
どくじ

に設定
せってい

していた 目 標
もくひょう

になっております。 

 ７４ページ
ぺ ー じ

の上
うえ

から五
いつ

つの国
くに

からの指針
ししん

に基
もと

づき設定
せってい

されている目 標
もくひょう

につ

きましては、国
くに

の基本
きほん

指針
ししん

に即
そく

して、地域
ちいき

の 実 情
じつじょう

に応
おう

じて、平成
へいせい

２９年度
ねんど

に

おける成果
せいか

目 標
もくひょう

を設定
せってい

するという 形
かたち

で示
しめ

されております。 

 それぞれの 目 標
もくひょう

について、 順 番
じゅんばん

にお 話
はなし

をさせていただきます。 

 まず、７６ページ
ぺ ー じ

の１番目
ばんめ

の指標
しひょう

ということで、 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

から地域
ちいき

生活
せいかつ

へ

の移行者数
いこうしゃすう

となっております。こちらにつきましては、国
くに

の指針
ししん

では、平成
へいせい

２

６年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

のうち、２９年度末
ねんどまつ

において１２％以上
いじょう

の方
かた

が

地域
ちいき

生活
せいかつ

へ移行
いこう

することを目指
め ざ

すとなっております。 
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 進 捗
しんちょく

は、先
さき

ほどの資料
しりょう

３の１－１が同
おな

じ指標
しひょう

で、こちらが継続
けいぞく

される 形
かたち

になっております。これまでの計画
けいかく

は、平成
へいせい

１７年
ねん

１０月
がつ

が出 発 点
しゅっぱつてん

だったの

ですが、今回
こんかい

は平成
へいせい

２６年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

ということで、出 発 点
しゅっぱつてん

が変
か

わってくる

という変更
へんこう

があります。 

 第
だい

３期
き

計画
けいかく

の平成
へいせい

２６年度
ねんど

までの 目 標
もくひょう

は７６０人
にん

ということで、２５年度
ねんど

までが５９４人
にん

という 進 捗
しんちょく

になっておりますので、 目 標
もくひょう

達成
たっせい

が非常
ひじょう

に厳
きび

し

い数字
すうじ

となっております。 

 仮
かり

に、国
くに

の指針
ししん

のとおり１２％を設定
せってい

した場合
ばあい

ですけれども、平成
へいせい

２６年
ねん

３

月
がつ

３１日
にち

現在
げんざい

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

が２，１５９人
にん

と出
で

ておりますので、 単 純
たんじゅん

に１

２％ということになると、大体
だいたい

２６０人
にん

ぐらいになります。そうすると、平成
へいせい

２６年度
ねんど

から４年間
ねんかん

で 単 純
たんじゅん

に割
わ

ると、年
ねん

平均
へいきん

６５人
にん

という計算
けいさん

になります。 

 直 近
ちょっきん

の実績値
じっせきち

が２９、３６という数字
すうじ

でして、実績
じっせき

とは離
はな

れたかなり高
たか

い

数字
すうじ

になってきますので、どのように 目 標
もくひょう

設定
せってい

するのかが非常
ひじょう

に 難
むずか

しいと

いうか、 頭
あたま

を悩
なや

ませているところです。３６という数字
すうじ

はきのう出
で

てきたば

かりですが、そういうところです。 

 ですから、これまでのいろいろなグループホームの整備
せいび

などの取
と

り組
く

みに加
くわ

え

て、さらに新
あら

たな取
と

り組
く

みなども進
すす

めていく必要
ひつよう

があるかとは思
おも

っておりまし

て、例
たと

えば、地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

をもっと活用
かつよう

していくということも 考
かんが

えていかな

ければいけないのかなとは思
おも

っておりますが、そういったことで、どこまで直 近
ちょっきん

の 現 状
げんじょう

の数字
すうじ

に上乗
うわの

せできるのかということは、もうちょっと 考
かんが

えてみなけ

ればならないところですが、現実的
げんじつてき

に６５という数字
すうじ

が 難
むずか

しければ目標値
もくひょうち

も

１２％から下
さ

げたほうがいいのかどうかも含
ふく

めて検討
けんとう

しなければいけないと思
おも

っております。 

 次
つぎ

に、７７ページ
ぺ ー じ

の施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

の 減 少
げんしょう

ということです。こちらは、平成
へいせい

２９年度末
ねんどまつ

の施設
しせつ

入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

が２６年
ねん

３月
がつ

末
まつ

から４％以上
いじょう

減 少
げんしょう

するというの
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が国
くに

の指針
ししん

になっております。こちらも、仮
かり

に札幌市
さっぽろし

で４％とした場合
ばあい

には、

４年間
ねんかん

で９０人
にん

ぐらい減 少
げんしょう

させるような 形
かたち

になると思
おも

います。平成
へいせい

２６年度
ねんど

から２９年度
ねんど

の４年間
ねんかん

で大体
だいたい

９０人
にん

程度
ていど

の 減 少
げんしょう

ということで、年
ねん

平均
へいきん

で言
い

う

と２２人
にん

から２３人
にん

という計算
けいさん

になります。 

 市内
しない

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の定員
ていいん

自体
じたい

は減
へ

っておりませんので、 減 少
げんしょう

させるとす

ると、市外
しがい

に 入 所
にゅうしょ

している方
かた

ということが今
いま

のところは 考
かんが

えられると思
おも

っ

ております。 

 この辺
へん

も、サービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

との兼
か

ね合
あ

いもあると思
おも

いますので、検討
けんとう

が

必要
ひつよう

かなというところです。 

 次
つぎ

に、７８ページ
ぺ ー じ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

につきましては、先
さき

ほど質問
しつもん

がありましてお話
はな

ししましたとおり、今回
こんかい

の計画
けいかく

で新
あら

たに設定
せってい

する指標
しひょう

とい

うことで、国
くに

の指針
ししん

ですと、平成
へいせい

２９年度
ねんど

までに各市町村
かくしちょうそん

または各圏域
かくけんいき

に少
すく

なくとも一
ひと

つ整備
せいび

する 形
かたち

になっております。 

 整備
せいび

の内容
ないよう

としましては、先
さき

ほども言
い

いました 居 住
きょじゅう

機能
きのう

のほかに、相談
そうだん

と

か支援
しえん

の機能
きのう

を一体的
いったいてき

にした拠点
きょてん

にするのか、そういうものを一
ひと

つにまとめる

のではない面的
めんてき

な体制
たいせい

にするのかということを、今後
こんご

、 考
かんが

えていかなければ

いけないということです。 

 先日
せんじつ

の２５日
にち

の意見
いけん

交換会
こうかんかい

では、先
さき

ほどもお話
はな

ししましたとおり、札幌市
さっぽろし

は

面的
めんてき

な体制
たいせい

がよいのではないかというご意見
いけん

もいただいております。 

 きょうの段階
だんかい

で方針
ほうしん

を固
かた

めているわけではございませんけれども、そこまで

面的
めんてき

な体制
たいせい

でいくとか、計画
けいかく

の中
なか

にそこまで書
か

くのかどうかということは検討
けんとう

が必要
ひつよう

かと思
おも

っております。 

 ７９ページ
ぺ ー じ

が４番目
ばんめ

の指標
しひょう

になりますけれども、福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

へ

の移行者数
いこうしゃすう

ということで、国
くに

の指針
ししん

では平成
へいせい

２４年度
ねんど

の移行
いこう

実績
じっせき

の２倍
ばい

以上
いじょう

と

いうことで、平成
へいせい

２４年度
ねんど

の実績
じっせき

として２９７人
にん

という数字
すうじ

が出
で

ております。 
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 これも、もし国
くに

の指針
ししん

どおりに設定
せってい

すると、２倍
ばい

ですから６００人
にん

程度
ていど

とい

う数字
すうじ

になります。これは、累計
るいけい

ではなくて、単年度
たんねんど

の数字
すうじ

になりますので、

これもハードル
は ー ど る

が高
たか

い数字
すうじ

だと思
おも

いますけれども、この辺
へん

は、就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

の

利用者
りようしゃ

の伸
の

びなども見
み

ながら設定
せってい

する必要
ひつよう

があると思
おも

っております。 

 次
つぎ

の８０ページ
ぺ ー じ

の５番目
ばんめ

の国
くに

から示
しめ

されている最後
さいご

の指標
しひょう

ですけれども、

就 労
しゅうろう

の関係
かんけい

の成果
せいか

目 標
もくひょう

ということで、 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業
じぎょう

の利用者数
りようしゃすう

とい

うことです。こちらは、平成
へいせい

２５年度末
ねんどまつ

の利用者
りようしゃ

の６割
わり

以上
いじょう

が増加
ぞうか

するという

ことで、２５年度末
ねんどまつ

の利用者
りようしゃ

が６４０人
にん

となっておりますので、これも仮
かり

に６

割増加
わりぞうか

ということになると、大体
だいたい

１，０００人
にん

ぐらいになると思
おも

っております。

これについては、見込
み こ

み 量
りょう

も実際
じっさい

に積算
せきさん

してみてどういう設定
せってい

にするかとい

うことになると 考
かんが

えております。 

 ８１ページ
ぺ ー じ

は、札幌市
さっぽろし

で独自
どくじ

に設定
せってい

している 目 標
もくひょう

です。 

 上
うえ

は、 入 院 中
にゅういんちゅう

の精神
せいしん

障
しょう

がい者
しゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

の利用者数
りようしゃすう

ということで、

こちらは第
だい

３期
き

計画
けいかく

で１カ月
かげつ

当
あ

たりの利用
りよう

人数
にんずう

を３０人
にん

と設定
せってい

していたので

すが、実際
じっさい

のところ、平成
へいせい

２４年度
ねんど

が６人
にん

、２５年度
ねんど

が４人
にん

で、数字的
すうじてき

にはか

なり低
ひく

い 水 準
すいじゅん

になっております。 

 これは、制度
せいど

の周知
しゅうち

がまだ 十 分
じゅうぶん

ではないという原因
げんいん

もあると思
おも

うのですけ

れども、利用
りよう

が低
ひく

いのは、札幌
さっぽろ

だけではなくて、全国的
ぜんこくてき

にも似
に

たような 状 況
じょうきょう

にありますので、もう少
すこ

し分析
ぶんせき

の必要
ひつよう

があるかなと 考
かんが

えております。 

 また、これはあくまでも３月末
がつまつ

の利用
りよう

人数
にんずう

でありまして、年間
ねんかん

の実利用
じつりよう

人数
にんずう

で言
い

いますと、平成
へいせい

２４年度
ねんど

が９人
にん

、平成
へいせい

２５年度
ねんど

が２０人
にん

ということですの

で、ここに書
か

いてある数字
すうじ

とちょっと違
ちが

う 形
かたち

というか、実利用
じつりよう

人数
にんずう

はふえて

きているということでございます。 

 地域
ちいき

移行
いこう

支援
しえん

につきましては、そもそも１年間
ねんかん

の継続
けいぞく

サービス
さ ー び す

ではないとい

うことがありますし、有効
ゆうこう

期間
きかん

が６カ月
かげつ

、人
ひと

によっては三
さん

、四カ月
よんかげつ

の利用
りよう

とい



 - 31 -

うこともありますので、３月末
がつまつ

という設定
せってい

の仕方
しかた

自体
じたい

が適当
てきとう

ではなかったのか

もしれません。ですから、例
たと

えば、今後
こんご

、設定
せってい

するときに成果
せいか

目 標
もくひょう

を年間
ねんかん

の

実利用
じつりよう

人数
にんずう

にするとか、そういった変更
へんこう

なども 考
かんが

えているところでございま

す。 

 最後
さいご

の 目 標
もくひょう

ですが、８１ページ
ぺ ー じ

の下
した

の段
だん

になります。 

 理解
りかい

促進
そくしん

に関
かん

する 目 標
もくひょう

ということで、上
うえ

は、障
しょう

がいのある人
ひと

にとって地域
ちいき

で暮
く

らしやすいまちであると思
おも

うということで、これは 障
しょう

がいのある人
ひと

の割合
わりあい

になっております。 

 下
した

は、 障
しょう

がいのある人
ひと

にとって地域
ちいき

で暮
く

らしやすいまちであると思
おも

う人
ひと

の

割合
わりあい

ということで、今
いま

の計画
けいかく

においては、どちらも５０％という 目 標
もくひょう

を設定
せってい

していたのですけれども、上
うえ

は平成
へいせい

２５年度
ねんど

で５３．４％という数字
すうじ

が出
で

てお

りますが、下
した

の暮
く

らしやすいまちであると思
おも

う人
ひと

の割合
わりあい

は２２．７％というこ

とで、かなり低
ひく

い数値
すうち

にとどまっております。 

 これは、一般
いっぱん

市民
しみん

の方
かた

にまだ 障
しょう

がい施策
しさく

が知
し

られていないことも理由
りゆう

とし

て 考
かんが

えられるのかもしれませんけれども、第
だい

４期
き

計画
けいかく

でも引
ひ

き続
つづ

き設定
せってい

する

方向
ほうこう

で 考
かんが

えております。 

 ８２ページ
ぺ ー じ

以降
いこう

は、サービス
さ ー び す

の見込
み こ

み 量
りょう

ということですが、こちらも今
いま

は空欄
くうらん

になっております。基本的
きほんてき

に、サービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

は、これまでの実績
じっせき

とか成果
せいか

目 標
もくひょう

などを考慮
こうりょ

しまして、各年度
かくねんど

で必要
ひつよう

となるサービス
さ ー び す

量
りょう

の見込
み こ

みを定
さだ

め

るものとなっております。 

 きょうの段階
だんかい

ではまだ数字
すうじ

が出
で

ていないのですけれども、基本的
きほんてき

には、過去
か こ

何年
なんねん

かのサービス
さ ー び す

の利用
りよう

の伸
の

び率
りつ

などをベース
べ ー す

にして見込
み こ

み 量
りょう

を 算 出
さんしゅつ

する

形
かたち

で 考
かんが

えております。 

 この辺
へん

も、今
いま

、数字
すうじ

を出
だ

す作業
さぎょう

をしまして、また次回
じかい

にお示
しめ

しできればと 考
かんが

えております。 
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 １０９ページ
ぺ ー じ

に飛
と

びます。 

 こちらに、障
しょう

がい者
しゃ

プランの評価
ひょうか

、見直
みなお

しということで記載
きさい

しております。 

 今回
こんかい

、第
だい

４期
き

計画
けいかく

に関
かん

する国
くに

の指針
ししん

におきましては、Ｐ Ｄ Ｃ Ａ
ぴぃーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

という計画
けいかく

、実行
じっこう

、評価
ひょうか

、改善
かいぜん

という 順 番
じゅんばん

に実施
じっし

していくというサイクル
さ い く る

の

導 入
どうにゅう

について示
しめ

されたところでありますので、札幌市
さっぽろし

としましても、年
ねん

に１回
かい

程度
ていど

、 進 捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

などの評価
ひょうか

を 行
おこな

いまして、必要
ひつよう

に応
おう

じて見直
みなお

しを 行
おこな

う

ということも 考
かんが

えていきたいと思
おも

っております。 

 計画
けいかく

の内容
ないよう

については以上
いじょう

でございます。 

 続
つづ

けて、前回
ぜんかい

の会議
かいぎ

で指定
してい

基準
きじゅん

を厳
きび

しくできないかというご質問
しつもん

があって、

それにまだ回答
かいとう

していなかったので、ここで回答
かいとう

させていただきます。 

 現在
げんざい

の指定
してい

基準
きじゅん

自体
じたい

は、国
くに

の基準
きじゅん

に基
もと

づいたものですので、札幌市
さっぽろし

として特別
とくべつ

な基準
きじゅん

は設
もう

けていないということです。 

 実際
じっさい

、独自
どくじ

にどうするのかということは今後
こんご

の検討
けんとう

課題
かだい

になるかもしれない

ですが、まずは、 研 修
けんしゅう

を実施
じっし

するなどといった方向
ほうこう

で質
しつ

の 向 上
こうじょう

を図
はか

ってい

くという 形
かたち

でやって、成果
せいか

がなければ前
まえ

にお 話
はなし

のあった基準
きじゅん

を厳
きび

しくする

とか、制限
せいげん

をするということも次
つぎ

の段階
だんかい

としては 考
かんが

えていかなければいけな

いと思
おも

っています。 

 まずは、一旦
いったん

は質
しつ

の 向 上
こうじょう

を図
はか

る取
と

り組
く

みということで、どうしていく 形
かたち

な

のかということは話
はな

しておりました。 

 いずれにしましても、指定
してい

基準
きじゅん

の段階
だんかい

は、基準
きじゅん

の改正
かいせい

の問題
もんだい

になりますの

で、 条 例
じょうれい

改正
かいせい

も出
で

てくるかもしれないですし、そういったところでの検討
けんとう

に

なるということです。 

 この計画
けいかく

の中
なか

で、例
たと

えば指定
してい

を制限
せいげん

するとか、基準
きじゅん

を厳
きび

しくするというこ

とが今回
こんかい

の計画
けいかく

の中
なか

では本文
ほんぶん

で明示
めいじ

できないと思
おも

いますので、指定
してい

基準
きじゅん

など

をどうするかについては、別
べつ

ステージ
す て ー じ

なりでの検討
けんとう

が必要
ひつよう

かと思
おも

っております。 
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 説明
せつめい

は以上
いじょう

でございます。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、 障
しょう

がい福祉
ふくし

計画
けいかく

を初
はじ

めて

お示
しめ

しすることができたと思
おも

います。 

 まず、今
いま

の説明
せつめい

につきまして、ご質問
しつもん

、ご意見
いけん

等
とう

がありましたらお願
ねが

いい

たします。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 資料
しりょう

３の１－１の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

と 入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

生活
せいかつ

への移行
いこう

の

データ
で ー た

ですが、平成
へいせい

１７年
ねん

１０月
がつ

からの累計
るいけい

で５９４人
にん

ということですが、

これは、札幌市
さっぽろし

が援護
えんご

の実施者
じっししゃ

になっていて、地方
ちほう

の施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

している人
ひと

も

カウント
か う ん と

されているということですか。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 説明
せつめい

が足
た

りなかったかもしれません

けれども、札幌市
さっぽろし

が支給
しきゅう

決定
けってい

をして援護
えんご

の実施
じっし

機関
きかん

になっていて、市外
しがい

の施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

されている方
かた

も入
はい

っております。 

 また、これはあくまでも平成
へいせい

１７年
ねん

１０月
がつ

時点
じてん

で 入 所
にゅうしょ

されていた方
かた

になり

ますので、その後
ご

に 入 所
にゅうしょ

して移行
いこう

した方
かた

がいても、この数字
すうじ

の中
なか

には入
はい

って

いないということになります。ですから、実際
じっさい

に施設
しせつ

を出
で

た方
かた

とはそこでは違
ちが

ってくることになります。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 それにあわせて、１－２の 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の入 所 者 数
にゅうしょしゃすう

の 減 少
げんしょう

という

ところでは、札幌市内
さっぽろしない

の定員
ていいん

は減
へ

っていないというお 話
はなし

だったのですけれど

も、その辺
へん

はどのようにお 考
かんが

えですか。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） こちらも、市内
しない

の施設
しせつ

の定員
ていいん

は１，

３７１名
めい

ですので、半 分 弱
はんぶんじゃく

か３割
わり

、４割
わり

ぐらいは市内
しない

、市外
しがい

の施設
しせつ

に 入 所
にゅうしょ

さ

れているということになると思
おも

います。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 そうではなくて、 結 局
けっきょく

、札幌市内
さっぽろしない

は 入 所
にゅうしょ

の定員
ていいん

は減
へ

っていな

いのですね。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 入 所
にゅうしょ

の定員
ていいん

は減
へ

っていないです。 
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○杉田
すぎた

委員
いいん

 ということは、札幌市内
さっぽろしない

の施設
しせつ

から地域
ちいき

移行
いこう

してもその後
ご

に入
はい

る人
じん

は 必
かなら

ずいて、 入 所
にゅうしょ

自体
じたい

は減
へ

らないという 状 況
じょうきょう

になっているということで

よろしいですか。 

○事務局
じむきょく

（洞野
どうの

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） あき待
ま

ちで待機
たいき

している方
かた

がかなり

まだいるということですので、施設
しせつ

から退所
たいしょ

された後
あと

に 入 所
にゅうしょ

希望
きぼう

の方
かた

がいま

すので、当面
とうめん

は実人数
じつにんずう

が減
へ

るというのはなかなか 難
むずか

しいのかなというところ

はございます。 

○新堀
しんぼり

委員
いいん

 ９７ページ
ぺ ー じ

の相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

のところです。 

 今回
こんかい

、 障
しょう

がい者
しゃ

等
とう

の中
なか

に 難 病
なんびょう

が入
はい

ったということは、とても画期的
かっきてき

なこ

とだと 私
わたし

たちは捉
とら

えています。ただ、 難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

に対
たい

する認知
にんち

は、市民権
しみんけん

と

いいますか、まだまだ知
し

られていないわけです。そういう面
めん

から言
い

いますと、

やはり 難 病
なんびょう

という言葉
ことば

をきちんと打
う

ち出
だ

すことも大切
たいせつ

だと思
おも

っています。 

 そして、相談
そうだん

支援
しえん

事業
じぎょう

の中
なか

にどういう 形
かたち

で入
はい

るか、具体的
ぐたいてき

には浮
う

かばなか

ったのですが、 難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

が安心
あんしん

して相談
そうだん

できる事業所
じぎょうしょ

ですね。ほかの相談
そうだん

事業所
じぎょうしょ

の方
かた

によく聞
き

くのですが、難 病
なんびょう

患者
かんじゃ

のことがよくわからないという声
こえ

が聞
き

かれるわけです。そういう方
かた

の相談
そうだん

が難 病 連
なんびょうれん

に回
まわ

ってくることも多
おお

く、

難 病 連
なんびょうれん

はそういう担
にな

い手
て

であるということも 十 分
じゅうぶん

踏
ふ

まえてはいますけれど

も、あちこちで難 病 患 者
なんびょうかんじゃ

が安心
あんしん

して相談
そうだん

できる事業所
じぎょうしょ

というところを全面的
ぜんめんてき

に打
う

ち出
だ

していけるような何
なに

かがこの中
なか

でできないかなと思
おも

っていました。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） どのような 形
かたち

がよいのかについては、

今後
こんご

の検討
けんとう

の余地
よ ち

はあるかなと思
おも

います。ありがとうございます。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 １０９ページ
ぺ ー じ

の一番上
いちばんうえ

にあるＰ Ｄ Ｃ Ａ
ぴーでぃーしーえー

サイクル
さ い く る

という言葉
ことば

が

難
むずか

しくて 私
わたし

たちにはわからないので、わかりやすい言葉
ことば

にかえてもらうこと

をお願
ねが

いしたいです。 注 釈
ちゅうしゃく

でも何
なん

でもいいです。 

 それから、９６ページ
ぺ ー じ

の 日 中
にっちゅう

一時
いちじ

支援
しえん

事業
じぎょう

のスポーツ
す ぽ ー つ

・レクリエーション
れ く り え ー し ょ ん
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教 室
きょうしつ

開催
かいさい

等
とう

事業
じぎょう

というのは、例
たと

えば、この 間
あいだ

、サポーター
さ ぽ ー た ー

会議
かいぎ

のときに、今田
いまだ

さんが、福祉課
ふ く し か

で出
で

ている冊子
さっし

の中
なか

に入
はい

っていた 障
しょう

がい者
しゃ

向
む

けのヨガサークル
よ が さ ー く る

も入
はい

るのですか。そういうサークル
さ ー く る

の 教 室
きょうしつ

開催
かいさい

の事業
じぎょう

をやる支援
しえん

という意味
い み

ですか。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 直 接
ちょくせつ

、ああいうヨガ
よ が

の 教 室
きょうしつ

を札幌市
さっぽろし

がやるということではないですが、そういうものをいろいろなところでやって

いるよということをハピサポ
は ぴ さ ぽ

で広
ひろ

くお知
し

らせしております。これは、社会
しゃかい

参加
さんか

、

いろいろなものに参加
さんか

してもらうことが目的
もくてき

ですので、札幌市
さっぽろし

の役割
やくわり

としては、

そういうことを市内
しない

でいっぱいやっていますということを知
し

らせるように、あ

あいうチラシ
ち ら し

をお届
とど

けして知
し

ってもらうことが札幌市
さっぽろし

の役割
やくわり

かと思
おも

っておりま

す。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 それなら、私
わたし

は、札幌市
さっぽろし

の５月
がつ

にやっているすずらんピック
ぴ っ く

の水泳
すいえい

に 出 場
しゅつじょう

しています。今
いま

までは、移動
いどう

支援
しえん

の、北
きた

の沢
さわ

デイ
で い

センター
せ ん た ー

とか、そう

いう施設
しせつ

の水泳
すいえい

クラブ
く ら ぶ

に知
し

っている 職 員
しょくいん

がいて、入
い

れてもらって見
み

てもらっ

ていたのですけれども、 職 員
しょくいん

の都合上
つごうじょう

、そういう支援
しえん

がなくなったのです。

それでサークル
さ ー く る

にも入
はい

っていたのですけれども、サークル
さ ー く る

もコーチ
こ ー ち

の事情
じじょう

でや

めてしまって、今
いま

は個人
こじん

でやっているので、水泳
すいえい

のそういう 情 報
じょうほう

も入
い

れてほ

しいと思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ここでもこんなことをやっているとい

う 情 報
じょうほう

をいろいろと教
おし

えていただけると、 私
わたし

たちも助
たす

かります。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 違
ちが

うのです。水泳
すいえい

をヨガサークル
よ が さ ー く る

みたいにやっているという情 報
じょうほう

がどこにも入
はい

っていないので、 私
わたし

はフリー
ふ り ー

で 練 習
れんしゅう

しているのです。ただ、そ

れではターン
た ー ん

の練 習
れんしゅう

などができないので、そういうものがあれば、そこから情 報
じょうほう

が…… 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） わかりました。 逆
ぎゃく

に、水泳
すいえい

関係
かんけい

の
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サークル
さ ー く る

などの 情 報
じょうほう

を載
の

せてほしいということですね。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 意味
い み

が伝
つた

わらなくて済
す

みません。 

○事務局
じむきょく

（長谷川
は せ が わ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） こちらこそ済
す

みません。教
おし

えていただ

きまして、ありがとうございます。 

○北川
きたがわ

委員
いいん

 先
さき

ほどから、地域
ちいき

生活
せいかつ

支援
しえん

拠点
きょてん

等
とう

の整備
せいび

ということを話
はな

されて

いまして、意見
いけん

交換会
こうかんかい

で札幌市
さっぽろし

福祉
ふくし

協 会
きょうかい

からの意見
いけん

もあったと思
おも

うのですけ

れども、地方
ちほう

だと 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

中 心
ちゅうしん

というふうになると思
おも

いますが、札幌市
さっぽろし

には

これだけの資源
しげん

があるので、入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

も含
ふく

めて面的
めんてき

な整備
せいび

がふさわしいと思
おも

うのです。 

 というのは、自立
じりつ

支援
しえん

協議会
きょうぎかい

などでの横
よこ

のつながりもいろいろできておりま

して、その施設
しせつ

だけで何
なん

とかするのではなくて、いろいろな機関
きかん

がつながり合
あ

っ

て利用者
りようしゃ

と家族
かぞく

をどう支
ささ

えていくのかという横
よこ

のつながりの中
なか

で地域
ちいき

生活
せいかつ

を支援
しえん

したほうが、豊
ゆた

かな支援
しえん

というか、いろいろな目
め

で、いろいろな関係者
かんけいしゃ

が集
あつ

ま

って支援
しえん

できるのでいいと思
おも

いますし、経済的
けいざいてき

にもいいのではないかと思
おも

いま

すので、ぜひ札幌市
さっぽろし

においては面的
めんてき

な整備
せいび

のほうで進
すす

めていただきたいです。 

 また、１カ所
かしょ

だけではなくて、何カ所
なんかしょ

か必要
ひつよう

なのかなというところで機関
きかん

相談
そうだん

支援
しえん

センター
せ ん た ー

がまとめ役
やく

みたいになったらいいのかなと思
おも

いました。 

 また、先
さき

ほどの 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の移行
いこう

のことで、札幌市内
さっぽろしない

の定員
ていいん

は余
あま

り減
へ

らせな

いということだったのですけれども、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の数
かず

は意外
いがい

と計画
けいかく

より実績
じっせき

があって、障
しょう

がいの重
おも

たい人
ひと

たちの場合
ばあい

、スプリンクラー
す ぷ り ん く ら ー

の問題
もんだい

もあって、今後
こんご

、

どんなふうにふえていくのかというのはとても心配
しんぱい

なところですけれども、こ

の辺
へん

で、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

の計画
けいかく

をふやしていくことで 入 所
にゅうしょ

施設
しせつ

の定員
ていいん

を少
すく

な

くするということは 考
かんが

えられないのかなと、今
いま

の議論
ぎろん

を聞
き

いていて思
おも

いまし

た。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 今
いま

、北川
きたがわ

委員
いいん

の発言
はつげん

と同
おな

じようなことかと思
おも

うのですけれども、
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まず、資料
しりょう

３の数値
すうち

目 標
もくひょう

の実績
じっせき

の中
なか

の施設
しせつ

入 所 者
にゅうしょしゃ

の地域
ちいき

移行
いこう

の推進
すいしん

と減 少
げんしょう

見込
み こ

み数
すう

のところで、簡単
かんたん

に言
い

ってしまえば、市外
しがい

の施設
しせつ

への転院
てんいん

もカウント
か う ん と

されているということであれば、数値
すうち

目 標
もくひょう

を出
だ

している意味
い み

がよくわからな

いというのが正 直
しょうじき

なところです。施設
しせつ

に入 所
にゅうしょ

しているのであれば、施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

ですから実質的
じっしつてき

には減
へ

っていないと思
おも

うので、そこら辺
へん

は 改
あらた

める必要
ひつよう

がある

と思
おも

います。 

 もう一
ひと

つは、資料
しりょう

３－②です。 

 先
さき

ほど、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

というお 話
はなし

とか、拠点
きょてん

事業
じぎょう

については面的
めんてき

な整備
せいび

ではなくてというお 話
はなし

が北川
きたかわ

委員
いいん

からあったと思
おも

うのですけれども、あわせ

て、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

や居宅
きょたく

介護
かいご

の時間数
じかんかず

の確保
かくほ

という部分
ぶぶん

と、事業所数
じぎょうしょすう

をふや

していく、もしくはヘルパー
へ る ぱ ー

の人材
じんざい

をふやしていくというところに本当
ほんとう

に 力
ちから

を

入
い

れていかないと、数値
すうち

目 標
もくひょう

が絵
え

に描
か

いた餅
もち

になってしまうところがありま

す。 

 計画
けいかく

の案
あん

の中
なか

にも、グループホーム
ぐ る ー ぷ ほ ー む

はすごく書
か

きやすいのかなと思
おも

いますが、

僕
ぼく

自身
じしん

は、アパート
あ ぱ ー と

に入 居
にゅうきょ

していくというところも不可欠
ふ か け つ

だと思
おも

っています。

特
とく

に、知的
ちてき

障
しょう

がいとか精神
せいしん

障
しょう

がいの方
かた

の行動
こうどう

援護
えんご

の対 象 者
たいしょうしゃ

になりますけ

れども、重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
かいご

は認
みと

められていますから、そういったところを 拡 充
かくじゅう

す

るという施策
しさく

も 考
かんが

えておく必要性
ひつようせい

があるとすごく感
かん

じています。 

 その辺
へん

で、事業所
じぎょうしょ

指定
してい

の数
かず

をふやしていくという数値
すうち

目 標
もくひょう

をもうちょっと

やれたらいいなと感
かん

じました。 

 それから、居宅
きょたく

介護
かいご

などのサービス
さ ー び す

見込
み こ

み 量
りょう

についてです。区分
くぶん

で何
なん

ぼが何人
なんにん

とか、この 表
ひょう

だと、何人
なんにん

使
つか

ったか、何時間
なんじかん

使
つか

ったかという総数
そうすう

でしか見
み

られ

ないので、もうちょっと細
こま

かい部分
ぶぶん

で何時間
なんじかん

使
つか

っているとか、費用的
ひようてき

な部分
ぶぶん

と

か、そういうのが見
み

えるともうちょっと意見
いけん

をしやすかったりできるかなとい

うところがあるので、この 表
ひょう

の部分
ぶぶん

をもう少
すこ

し詳
くわ

しくできないかというのが意見
いけん
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です。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 岡本
おかもと

委員
いいん

、今
いま

のご意見
いけん

の最後
さいご

のところ

で、具体的
ぐたいてき

なイメージ
い め ー じ

をつかめなかったのですけれども、８８ページ
ぺ ー じ

とか８９

ページ
ぺ ー じ

はもうちょっと詳
くわ

しく記載
きさい

したほうがいいということでしょうか。 

○岡本
おかもと

委員
いいん

 ８２ページ
ぺ ー じ

の部分
ぶぶん

です。 

 例
たと

えば、「居宅
きょたく

介護
かいご

（ホームヘルプサービス
ほ ー む へ る ぷ さ ー び す

）【介護
かいご

給付
きゅうふ

】」と書
か

いてある

欄
らん

があると思
おも

うのですけれども、これだと、例
たと

えば、何
なん

万人
まんにん

利用
りよう

しましたとか、

時
じ

間数
かんすう

にしたら何
なに

万
まん

、何千時間
なんぜんじかん

使
つか

っていますという感
かん

じだと思
おも

うのですけれ

ども、それだけだったら、僕
ぼく

らもそうですし、一般
いっぱん

市民
しみん

の方
かた

もよくわからない

と思
おも

うのです。例
たと

えば、区分
くぶん

１の方
かた

が何時間
なんじかん

使
つか

ったとか、区分
くぶん

２の方
かた

が何時間
なんじかん

使
つか

ったというほうがイメージ
い め ー じ

しやすいと感
かん

じています。今後
こんご

、見直
み な

しが必要
ひつよう

に

なったときに、もっといろいろ 考
かんが

える 材 料
ざいりょう

にはなると思
おも

ったので、そういう

提案
ていあん

をしました。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） わかりました。具体的
ぐたいてき

なイメージ
い め ー じ

が伝
つた

わ

りました。ありがとうございました。 

○杉田
すぎた

委員
いいん

 今
いま

のことに関連
かんれん

して、そもそもこの見込
み こ

み 量
りょう

はどういう根拠
こんきょ

で

出
だ

されているのかということが一
ひと

つと、見込
み こ

み 量
りょう

だけではなくて、それに対
たい

す

るサービス
さ ー び す

の 供 給 量
きょうきゅうりょう

というか、ヘルパー
へ る ぱ ー

事業所
じぎょうしょ

が何軒
なんけん

できて、ヘルパー
へ る ぱ ー

が

何人
なんにん

いたらこの見込
み こ

み 量
りょう

は達成
たっせい

するとか、移行
いこう

事業所
じぎょうしょ

があと何軒
なんけん

できて、定員
ていいん

が何人
なんにん

ふえれば見込
み こ

み 量
りょう

を達成
たっせい

するとか、少
すく

なくともこの３年間
ねんかん

で需要
じゅよう

と

供 給
きょうきゅう

のバランス
ば ら ん す

を見
み

て、先
さき

ほどの 話
はなし

に出
で

ていたような指定
してい

がばんばん乱立
らんりつ

するのではなくて、それに合
あ

わせて数
かず

を 調 整
ちょうせい

していくというやり方
かた

にしたほ

うがいいと思
おも

いました。 

○重
しげ

泉
いずみ

委員
いいん

 ７９ページ
ぺ ー じ

の福祉
ふくし

施設
しせつ

から一般
いっぱん

就 労
しゅうろう

への移行
いこう

ですが、この福祉
ふくし

施設
しせつ

というのは何
なに

が含
ふく

まれているのですか。どこのことですか。 
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○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） ここで言
い

う福祉
ふくし

施設
しせつ

とはどういうもの

かということですね。 

○事務局
じむきょく

（洞
ほら

野
の

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

事業所
じぎょうしょ

と継続
けいぞく

支援
しえん

の

Ａ
えー

型
がた

、Ｂ
びー

型
がた

が含
ふく

まれております。 

○重
しげ

泉
いずみ

委員
いいん

 就 労
しゅうろう

移行
いこう

は、２年
ねん

で 就 労
しゅうろう

するというのが 目 標
もくひょう

なので、一般
いっぱん

就 職
しゅうしょく

するのは当然
とうぜん

のことだと思
おも

うのですけれども、２９７人
にん

のうち、移行
いこう

が

何人
なんにん

で、Ｂ型
びーがた

が何人
なんにん

で、Ａ型
えーがた

が何人
なんにん

かということを体系的
たいけいてき

に出
だ

してもらいた

いということが一
ひと

つです。 

また、資料
しりょう

３－②に数値
すうち

がいろいろ書
か

いてありまして、重度
じゅうど

障
しょう

がい者
しゃ

包括
ほうかつ

支援
しえん

のところで、間違
まちが

っていたら申
もう

しわけないのですが、計画
けいかく

では平成
へいせい

２４年度
ねんど

は

２，０００とか平成
へいせい

２５年度
ねんど

が４，０００となっているのですけれども、実質
じっしつ

の数字
すうじ

が６００とか６９となっているのです。これは、桁
けた

が間違
まちが

っているのか、

ここだけ実績
じつせき

と計画
けいかく

の数値
すうち

が物
もの

すごくアンバランス
あ ん ば ら ん す

なのです。これは、数字
すうじ

が

間違
まちが

っているのか、これでいいのかということを確認
かくにん

したいと思
おも

います。平成
へいせい

２６年度
ねんど

の数字
すうじ

が合
あ

っているとすれば、６９しかないのに、計画
けいかく

が６，６００

というのは、数値
すうち

の根拠
こんきょ

が全然
ぜんぜん

わからないのですが、これは数字
すうじ

の間違
まちが

えです

か。 

○事務局
じむきょく

（洞
ほら

野
の

事業
じぎょう

計画
けいかく

担当
たんとう

係 長
かかりちょう

） 数字
すうじ

は間違
まちが

えではないと思
おも

うのです

けれども、いま一度
いちど

、確認
かくにん

してみます。 

○重
しげ

泉
いずみ

委員
いいん

 また、この計画
けいかく

はそれぞれ実績
じっせき

でいろいろやっているのですけ

れども、先
さき

ほどから地域
ちいき

移行
いこう

が必要
ひつよう

だということや、どこがふえると地域
ちいき

移行
いこう

ができるのか、何
なに

が足
た

りないから地域
ちいき

移行
いこう

ができないのかというのは、計画
けいかく

を

立
た

てていかなければいけないと思
おも

います。実績
じっせき

でできているからふやすかとい

うと、それでどうなっているのか、数字
すうじ

がふえているからいいだろうと、そも

そも福祉
ふくし

はそういうものなのかということをきちんと議論
ぎろん

して数字
すうじ

を出
だ

してい
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かないと、根拠
こんきょ

のない実績
じつせき

になってしまうと思
おも

うのです。 

 ですから、計画
けいかく

としては、ノーマライゼーション
の ー ま ら い ぜ ー し ょ ん

で、 障
しょう

がいのある人
ひと

もな

い人
ひと

も一緒
いっしょ

に地域
ちいき

で生活
せいかつ

していくというのが基本
きほん

理念
りねん

なはずですから、それに

合
あ

った 目 標
もくひょう

数値
すうち

を出
だ

していってもらえればと思
おも

います。それは、今回
こんかい

は全然
ぜんぜん

間
ま

に合
あ

わないと思
おも

いますので、今後
こんご

でいいのですけれども、根拠
こんきょ

といいますか、

理念
りねん

に反映
はんえい

した数値
すうち

の出
だ

し方
かた

を少
すこ

し 考
かんが

えていただければと思
おも

います。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 確
たし

かに、今
いま

までの検討
けんとう

会議
かいぎ

でも、意見
いけん

交換会
こうかんかい

の場所
ばしょ

でも、目 標
もくひょう

を達成
たっせい

するための根拠
こんきょ

といいましょうか、裏
うら

づけと

なるものが必要
ひつよう

だというご指摘
してき

は何度
なんど

もいただいているところですので、そう

いったものを踏
ふ

まえてお示
しめ

しするようにしたいと 考
かんが

えております。 

 時間
じかん

が迫
せま

ってきたのですけれども、あとはいかがでしょうか。 

（「なし」と発言
はつげん

する者
もの

あり） 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、３番目
ばんめ

の計画
けいかく

に限
かぎ

らず、全体
ぜんたい

を通
とお

して何
なに

かご意見
いけん

等
とう

がありましたらお願
ねが

いします。 

○上田
うえだ

委員
いいん

 ２８日
にち

に 行
おこな

われます市民
しみん

懇話会
こんわかい

は、広報
こうほう

に掲載
けいさい

されるのですか。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） 広報
こうほう

さっぽろの今月号
こんげつごう

に掲載
けいさい

されてい

ます。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 ９月
がつ

２８日
にち

の件
けん

ですけれども、広報
こうほう

には介護者
かいごしゃ

も申
もう

し込
こ

みが必要
ひつよう

と書
か

いてありました。私
わたし

は、サポーター
さ ぽ ー た ー

の立場
たちば

として参加
さんか

して、いつもの支援員
しえんいん

がつくのですけれども、そういう場合
ばあい

も申
もう

し込
こ

みが必要
ひつよう

ですか。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） サポーター
さ ぽ ー た ー

の方
かた

も支援員
しえんいん

の方
かた

も含
ふく

めて

席
せき

は別
べつ

ですので、申
もう

し込
こ

みは必要
ひつよう

ありません。 

○松田
まつだ

委員
いいん

 では、私
わたし

は意見
いけん

を言
い

えないので、母
はは

にも参加
さんか

してもらおうと思
おも

っ

ているのですけれども、母
はは

の分
ぶん

だけでいいという意味
い み

ですか。 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） そうです。お母
かあ

様
さま

が参加者
さんかしゃ

として参加
さんか

さ
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れるということですね。 

 それでは、予定
よてい

の時間
じかん

が参
まい

りましたので、本日
ほんじつ

の会議
かいぎ

はこれにて 終 了
しゅうりょう

いた

します。 

 また何
なに

かお気
き

づきの点
てん

がありましたら、私
わたし

どもにお寄
よ

せいただきたいと思
おも

い

ます。 

 次回
じかい

の会議
かいぎ

は、１０月
がつ

１５日
にち

水曜日
すいようび

の１５時
じ

から１７時
じ

です。また 日 中
にっちゅう

と

なります。場所
ばしょ

は、本 庁 舎
ほんちょうしゃ

８階
かい

の１号
ごう

会議室
かいぎしつ

です。また近
ちか

くなりましたら、

資料
しりょう

とともに文書
ぶんしょ

でもご案内
あんない

しますので、どうぞよろしくお願
ねが

いします。 

 

  ３．閉
へい

  会
かい

 

○事務局
じむきょく

（長
は

谷川
せがわ

障
しょう

がい福祉
ふくし

課長
かちょう

） それでは、本日
ほんじつ

の計画
けいかく

検討
けんとう

会議
かいぎ

をこれ

に 終 了
しゅうりょう

させていただきます。 

 長時間
ちょうじかん

、どうもありがとうございました。お疲
つか

れさまでした。 

                             以
い

  上
じょう

 


